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地図にも載らないド辺境の地に突如出現した 
巨大テーマパーク、その名も『わくわくぶよ 
ぶよランド』。もの珍しさも手伝ってか遊園 
地は連日多くの挑戦者であふれかえってい 
た。その最大の目玉がすべてのアトラクシヨ 
ンをクリアすると手に入るという“すっごい 
魔法のアイテム”。「こうしちゃおられん」と 
アルルたちもいどむのだが、どのアトラクシ 
ヨンも個性的で一筋縄じゃいかないものばか 
り……。面白すぎる大挑戦、ここに開園!！ 




















































































サタン様をこよなく愛す 
るお嬢様。タカビーだけ 
ど、実はとっても他人思 
いで優しい。魔法に匹敵 
する威力の格闘術と、牛 
頭人身のタフなヤツ、 

’タウロスが武器 〇 』 J 

















ルル•ナジ ヤス 

P 流の魔導師になるベく: 
修行中の女のコ。持ち前 

て んしんらんまん 

の天真爛漫さと、サタ：! 
のペットだったカーノ 
クルが武器(マジ!?】 0 






シエゾ•ウイグイイ 

“神を汚す華やかなる者” 
という意味を名前に持つ、 
悪の魔導師。闇の剣や古代 
暗黒魔法を使いこなす実力 
派だが、ちよっちお マヌケ 
. なのがこまったちゃ ん墨 

















P 謎の探偵 

“わくわくぷよぷよラン 
ド”に起きた事件を解決 
すべく、どこからともな 
くやってきた人物。老人 
の助手とともに、「誰か 
<に似てる」と評判。 J 


サタン 

10万年を生きる“魔界の 
貴公子”。愛しのカーバ 
ンクルちゃんと妃候補の 
アルルを手に入れるべく 
日々画策しているが、さ 
て今回は…… 。 
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プ\コ\コーグ 

”すべて U ここからはじまった 





『クックックックッ . 』 

薄暗い、石造りの部屋の中を、むせび泣きにも似た含み笑いの声が満たした。ロゥソクの小 
さな炎が吐息とともにゆらぎ、それに併せて、壁に張りついた人の影もゆれる。机に向かって 
書き物をしているその影にはなんと、天井に届かんばかりの——いささかオーバーだが——ッ 
ノが一一本ほどついていた。 

『フッフッフッフッフッ . 』 

含み笑いのレベルが、やや高くなった。部屋には他に誰もいないのだから、笑いを"含む" 
必要性は、実のところなかつたりする。しかし、そこはそれ。含み笑いをしたくなる、という 
か、思わずして しまう シチユエーシ ヨンは 誰にもある。ツノを生やした人影は、 まさに そんな 
シチユエーシヨンの真っ最中だった。 


これから起きる——^確には自分が起こす——88果をひとしきり楽しんだのち、部屋の主は 
再び作業に没頭する。 

書き物といっても、紙とペンを持って ヵリヵリ やっているわけではない。確かに羽根ペンを 
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握っているが、それを机からほんの少し離れた空中で動かしているだけ。 

その空間には、魔法によって開かれたスクリーンがある。これが、いわばペンに対する紙と 
いうわけだ。 

スクリ ー ン には、なにやら 幾何学的な模様が光の線に よっ て描かれている。それは どうやら 
迷路を表しているらしく、異形の主がペンを走らせると、そこに光の魔法文字が刻まれていく。 

"彼"は先ほどから、 スクリ ーン上の迷路になにやら書きこみ、それによって引き起こされる 
であろう結果を想像してはほくそ笑んでいるのだった。まるで、愚かな冒険者どもをてぐすね 
引いて待ち構える地下迷宮の主か、ィタズラを仕掛けて上機嫌の子供である。 

いや、"まるで"どころか"そのもの"だった。 ィタ ズラ子供ではなく . 。 

"彼"は、まさにダンジョンを構築しているところだった。部屋や回廊といつた基本フレーム 
の部分は終了し、あとは仕掛けや魔物といつたオブジェクトを配置するだけ。ダンジョンの最 
深部に設えた自室にこもって、彼はこの、最も重要で最も楽しい仕上げ作業に勤しんでいるの 
である。 


にやり。 

スクリ ー ン上の地図に また ひとつ トラップを 書き こみ、 笑みを浮かべる。光の加減で全体像 
を 窺い知ることはできないが、シャープな口元や顎のラィンから、"彼"はかなりの美男子の 
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ブロローグ ★すべてはここからはじまった 


ようだ。笑みに邪悪さを大量に含んではいるが。そう、迷宮の奥深くで勇者を待つ、魔界の貴 

公子のように . 。 

『クックック . 、完成だ . 』 

最後の書きこみを終え、"彼"は再び含み笑いをもらした。このスクリーンを媒体にして仕 
掛けや魔物を魔法で実体化させるという作業も残っているが、それはそんなに大した手間では 
ない。オブジェクトの配置終了が、事実上のダンジョン完成といえる。 

『フッフッフッフッ . 』 

"彼"は完成の喜びに打ち震えて笑った。下方から照らすロウソクと魔法スクリーンの淡い光 
が、"彼"の邪悪さにますます拍車をかけている。 

『これで……』 

"彼"はいった。 

『これでアルルと力^—バンクルちやんを . .』 

どうやらこのダンジョンは、ある 特定の人物を 夕1ゲットとして造られたものの よう だ . 。 

氺氺氺 

それから、あっという間に月日が去っていった。 
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"彼"が夕 1 ゲットにしていた「アルルとカ ー バンクルちやん」どころか、偶然にこのダンジ 
ヨンを見つけた冒険者の一団すらも . 。 


迷宮最深部の、イカニモといった大広間の奥に設えた、これまたイカニモといった玉座で、 

パ彼"はひたすら待った。 

しかも、たった独りぼっちで。 

その孤独は常人では絶対に堪えられないほど長期間続いたが、二本のッノを持つ，，彼"は実 
のところ" 人間"ではないので、人間的時間の尺度な ど 問題ではない。それでもやはり、 タイ 
クツではある。 

『むぅ . 』 

退屈さにいささか堪えきれなくなったかのょぅに、"彼〃は息をもらした。 

『やはり、ここは少し辺境すぎたか……』 

吐息とともに、"彼"はつぶやく。 

ダンジョンはなんと、「ド」がつくほど辺境の山岳地帯にあった。しかも、"彼"自身は知 
らないことだが、その場所は地図にすら載っていなく、それでは誰かが来るはずもない。 たと 
え、どんなに美味しい料理を食べさせてくれるレストランでも、あまりに辺鄙な場所では閑古 
鳥が鳴くのと一緒である。 
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『場所を移すか……』 

もつと人目につきやすいところに、といいかけて V 彼"は思いとどまつた。以 i 刖にも"彼" 
はダンジョンを造ったことがあったが、今回のは百階に及ぶ大ダンジョン。それをまるごと別 
の場所に転送するにしても、他の場所に新しく造り直すにしても、非常に多くの魔導力を必要 
とする。それによって死んでしまうということはないが、非効率だし、なにより面倒くさい。 

やはり、何とかして待ち人にここまで足を運ばせたほうが、はるかに効率的である。 
『ふう''^^む . 』 

玉座にもたれ、"彼"はため息をもらした。 

効率的なのはいいが、そのための有効な手段^つまり、何とかしての「何とか」が見つか 
らない。 

『ならば、我が力を貸そう……』 

突然、"彼"の思考に奇妙な声が割り込んだ。耳から聞こえてくるのではなく、テレパシー 
のように頭脳に直接響いてくる。 

『誰 だ P :』 

"彼"は色めきたつが、それと同時に、自分の胸元が異様な光を発しているのに気がついた。 
その正体を"彼"はすぐ看破し、首に下げた黒水晶のペンダントを取り出す。 
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果たして拳ほどもある大きな黒水晶は、これまでに見たことがないほどの光を自ら発してい 
た。しかもその周囲で、時計の文字盤に描かれているような一から十二の数字が、らせん状に 
クルクルと舞つている。 

この黒水晶は、〃彼"が今回のダンジョンの参考にと立ち寄った、名も無き迷宮の最深部で 
見つけたものだった。何らかの力があるに違いないと踏んでいたのだが、そのときはもちろん 
このような光り方をしていない。 

『キサマか？』 

黒水晶をにらみつけ、"彼"はいった。このような摩訶不思議な事態に遭遇したというのに、 
いささかも驚く様子を見せない。それどころか、当然のことのように振舞っている。警戒はも 
ちろん怠っていないが。 ， 

『オレを呼ぶのは』 

『歉り…… 』 

黒水晶のほうも、あくまでも自然に]£える。 

『手を貸すというが、キサマにそれができるのか？』 

『そのためにはまず、この場所にテーマパークを造ってもらわねばならぬ……。しかし、貴殿 

の力ならそれもたやすかろう . 』 

『テーマパークなぞ造って、どうしようというのだ？』 





13 ブロローグ '''すべてはここからはじまった 


『我がいくつかのアトラクションを創造して進ぜよう……。入るたびに形の変わる、不思議な 
迷宮仕立てのアトラクションをな……』 

『ほう、それは面白そうだな』 

パ彼"は、黒水晶に対する警戒を少しだけ解いた。 

『そして、こう宣伝するのだ……』 

と黒水晶は続ける。 

『すべてのアトラクションをクリアした強者には、"すつごい魔法のアィテム"を差し上げる、 
とな……』 

『そんなもの、オレは持っていないぞ』 

本当にそのようなアィテムがあれば、"彼"の待ち人——アルルをおびき寄せるにはうって 
つけなのだが。 

『我が所有している……。どうだ、悪い話ではあるまい……？』 

『非常に興味深い御託だが、ひとつ聞きたいことがある』 

『なにかな . ？』 

『キサマの目的はなんだ？』 

"彼"は、再び黒水晶をにらみつけた。完全に気を許したわけではないのだ。 

『貴殿に待ち人がいるように、我にも待ち人がいる……。ただそれだけのことだ……。心配す 












14 


るな、貴殿の待ち人と同一ではない……』 

『そぅか、ならば契約成立だ』 

翌日から早くも、巨大テ！マパークのゥヮサが各地に広がっていっ 


た 





わくわく コース 

"ぶよぶよダンジョンで'小手調べ f 




一 〃わくわくぶよぷよランド" 

-「よ、っこ，わ' V /ぷよラン.^-"へ/-」 

「む……？」 

「あら？」 

互いに顔見知りの美男美女が、奇妙なところで鉢合わせした。 

黒のスーツとマントに身を包み、腰に剣を佩いた銀髪の美男をシヱゾ•ウイグイイ。 

腰までスリットの入った水色基調のドレスでナイスバデイを余すところなく強調し、水晶色 
のロングヘアが眩い美女をルルーといぅ。 

そしてふたりが出会った場所は、最近オーブンした"わくわくぷよぷよランド"の門前。こ 
れまで地図にも載っていなかったド辺境にあるのが玉にキズだが、カップルにも人気の大テー 
マパークである。 

別にふたりは示し口わせてここを訪れたわけではないが、このまま仲良く園内へとシャレこ 
んでも不思 I 一ではない。お互いに——いまのところは——シングルなのだし。 

だが、ルルーとシエゾがそれぞれに対して抱いている感情は、むしろ逆。 
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「なんだ、お前も来ていたのか」 

苦いものを吐き捨てるように、シエゾはいった。 

「なによ」 

キッ、とルルーはシエゾを睨む。実のところ、シエゾはルルーを死ぬほど嫌っているという 
わけではないが、ルルーがシエゾに対して抱いている嫌悪感は並大抵のものではない。そうす 
るだけの理由がもちろん彼女にはあるのだが。 

「あたくしがここに来ちやいけないっていうの!?」 

「そうはいっていない」 

「あなたこそ、こんな場所には似つかわしくないと自分で思わない？それとも、誰かィィ人 
と待ち合わせ？お安くないわねぇ」 

「残念ながら、それほどいい身分ではない」 

r じゃあ、カップルの邪魔をしに来たってワケ？独り身のさびしさに堪えかねて」 

「それはお前だろう」 

「なぁんですってぇヮ：」 

自分の放った言葉をモロに跳ね返され、ルルーは激昂した。 
r ミノ！ やあつておしまい n :」 
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「ぶ も-1- っ”：」 

< ixM 閃！ルルーの背後から牛頭人身の怪物が躍り出た。ときには用心棒として、ときに 
は召使として、ときにはサンドバッグとしてルルーに仕えるミノタウロスである。 

「一撃っ！」 

飛び出した勢いそのままに、ミノタウロスは手にした斧をシヱゾの脳天めがけて振り下ろす。 
「ふん」 

ガキィンッ n : 

ミノタウロスの太い腕から繰り出される一撃を、シヱゾは剣の鞘であっさりと受け止めた。 
「力任せに攻撃するだけでは、オレを倒すことはできんぞ」 

「ぶもっ . 」 

「それにしてもルルー、お前のほうこそ図星なんじやないのか？オレに切り返されてそれだ 

け怒るということは . 」 

「ち、ちがう わよ！」 

とルルーは力いっぱい否定するが、若干顔が赤い。それは、仲良くアトラクションで遊んで 
いるカップルを憎く思うところがほんの少しあつたりするからだ。いちおう、ミノタウロスと 
のふたり連れとはいえ、遊園地のようなスポットはやはり想い人と訪れたい。ルル j が愛して 
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やまない、魔界の貴公子サタン様と……！ 

ちなみにここ最近、意中のサタンはどこかに引きこもつているのかまつたく姿を現さないの 
で、ルル^ —はあまり機嫌がよろしくない。 

「あたくしはね、ここに遊びに来たんじやないのよ」 

フすっごい魔法のアイテム"が目的なら、悪いことはいわん。いますぐ立ち去るか、目的を 
ただの遊びにしろ」 

いま ふたり-ミノタウ ロスも合わせれば三人 -が目前に している"わくわく ぷよぷ よラ 

ンド"。 その最大の 目玉が" すっ ごい 魔法のアイテム" だった。 

『すべての アトラクションをクリアした強者に、"すっごい 魔法の アイテム" プシ ゼント H :』 
各地で配られた チラシには そう 書いて あり、それを狙って"わくわくぷよぷよランド"を訪 
れる者も少なくない。ルルーもシエゾも、その例外からもれることはないというワケである。 
「やっぱり、あなたもそれが目当てなのね」 

いつになくマジメな表情で、ルルーはいった。 
r オレにとつて、ほかにどんな目的がある？」 

「それもそうね」 

そしてルルーは、キッとシエゾを見据え、 

「でも、アイテムはあたくしのものよ。少なくとも、あなたなんかに渡すわけにはいかない。 
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どうせ また、それを使って悪い ことしようと 企んでいるんで しよ？」 

「ふん……」 

魔導師シエゾ•ウイグイイは、世のため人のためにその力を使おうとしているわけではない。 
むしろその性質は"悪"で、最強の魔導師となるためならいかなる犠牲をも厭わないと考えて 
いる。 

そんな彼の邪悪な行動に巻き込まれ、ルル彳は何度もひどい目に遭ってきているのだ。 
「さっきのあなたの言葉を、そのままお返しするわ。アイテムをあきらめて遊ぶか、それがイ 
ヤならいますぐ ここから 立ち去りなさい」 

「断る。オレとて、お前にアイテムを使わせるわけにはいかん。サタンに認められる魔導師に 
なるなどという、ちっぽけな目的のためなどにな…… J 

「くっ……」 

図星を突かれて、ルルーは半歩ほど後退った。 

ルルーの意中の人、魔界の*^公子サタンは、アルル•ナジャという魔導師のタマゴにご執心。 
彼女の潜力が目当てのようだが、どうもそれだけではないようなフシもあり、おまけにも 
とはサタンのペットだったカーバンクルがアルルにくっついているし、ルルーにはそれが気に 
入らない。 . 

そんなアルルに、ルルーは何度か嫌がらせめいた こと もしてきたが、それではなんの解決に 





21 わくわく コース 、'ぷよぷよダンジョンで小手調べ！ 


もならない。やはりサタン様に振り向かせることが肝要と考え、ルルーは一流の格闘家から魔 
導師への転身を決意。その方法を模索している最中に見つけたのが、"わくわくぶよぶよラン 
ド"のチラシだつた。 

「ちっぽけな目的で悪かったわね」 

気を取り直し、ルルーはいう。 

「あたくしにとっては重大よ。それにあなたの目的だって、あたくしから見れば取るに足らな 
いものだわ」 

「なんだ と……？」 

これにはさすがのシエゾも腹に据えかねたらしく、すうっと眼を細めてルルーをにらんだ。 
しかしシヱゾに気圧されることなく、ルルーはさらに続ける。 

「どんなに魔導力を高めたって、あなたの変態は治らないわ」 

「オレは変態ではない！」 

「そんなコトいって……、あたくし知ってるのよ。あなた、アルルだけじゃ飽き足らなくて、 
サタン様やルシファ-—先生まで狙ってるでしよう？」 

「ああ、もちろんだ」 

というふうに 返答して しまうことが、あらぬ 誤解を 招くことに、シヱゾは 気づかない。 

"神を汚す華やかなる者"シエゾ•ウイグイイの目的は、最強の大魔導師となり、この世に大 
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きく 咲く々悪の華"となること。そして、それまでのステップとして、強大な潜 _ 力を秘め 
たアルルだけでなく、魔界の貴公子サタンや、その双子の弟ルシファーを打ち倒して魔導力を 
吸収し ようと 考えているのだ。 

しかし、元来の無口が災いしてか、 どうに もそこまで他人に伝わらない。 

おまけに、ィチバン最初が悪かった。魔導力を吸収しようとアルルの前に現れたとき、 
「お前が欲しい」 

といってしまい、以来、彼はまわりから変態扱いである。 

「あなたが変態なのはかまわないけど、サタン様やルシファー先生にちよっかい出したら許さ 
ないわよ。……ついでに、アルルにもね」 

ルルーはいつた。もはや処置無しである。いまさら弁解をしても聞き入れてもらえないだろ 
うし、おまけにシエゾ自身の口から追い討ちをかけるようなセリフを吐いてしまう有様0 
「もういい」 

スラリと剣を抜き放ち、シエゾは凄みをきかせた。 

「お前と遊んでいるヒマなどないし、お前にオレのことを理解してもらおうなどと、最初から 
思っていない」 

「あたくしだって、あなたの変態度なんか理解したくない わ」 

「いますぐその口を閉じ、 ここから 立ち去れ。でない と . 」 
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チヤキツ1 

愛用の"闇の剣"を、シエゾは構える。 

「でないと実力行使に出るってワケ？その言葉、リボンかけてそつくりお返しするわ」 

ヂツ！ 

スリットから 見え隠れする形の良い脚を軽く開き、ルルー もファィ ティングポーズを取った。 
その後ろで ミノ タウ ロス も斧を構える。 

魔剣を持つシエゾに対して、ミノタウロスがいるとはいえルルーは素手。端から見れば、明 
らかに彼女のほぅが不利である。おまけにシヱゾは、古代暗黒魔法をも使いこなす実力者だ。 

しかしルルーとて、単なる高飛車なお嬢様ではない。魔界の獣王でもある恩師、シュテルン 
博士に師事し、その後もひたすら修練を重ねることで究極奥義をも我が物とした、ひとかどの 
格闘家なのである。 

過去に一度、手も脚も出せずシヱゾに負けたことがあつたが、それはシヱゾのほうが邪悪な 
力によつて一時的にパワーアップしていただけのこと。いまはそんな恐ろしげな感覚はないし、 
普段の実力なら同等のはず。おまけにこちらには ミノ タウロスもいる。 


しかしルルー は、有利 だからといつて 無造作に仕掛ける といぅことは せず、相手の出方を待 
つた。熟練した格闘家ならではの余裕である。 
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シヱゾのほぅとて、これまでに何度も闘いを繰り広げてきた。焦れて先に仕掛けるなどとい 
うマネはせず、こちらもひたすらルル^の出方を待つ。 


しばらく、にらみ合いが続いた。 

そこへ、 

「ふたりとも、こんなところに来てまでケンカしてるの？」 

突然、ややカン高い少女の声が割り込んだ。 

見ると、青い魔導アーマーを身につけ、魔法の杖を持った少女が立っている。その肩には、 
ゥサギのように耳が長く伸びた、黄色い不思議な動物。 

ルルーの恋敵にして、シヱゾがその魔力を付け狙う、アルル•ナジャ：…•と、カーバンクル 
である。 

「せっかく遊園地に来たんだから、ケンカなんて やめようよ」 

混じり気なしの天真爛漫さで、アルルはいった。 

「楽しまな くち やソンで しよ？」 

「そんなコトいって . 」 
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とルルー。 

「あたくしたちを油断させようったって、そうはいかないわ」 

「へ？ なんのコト？」 

「お1刖も、"すっごい魔法のアィテム"が目当てなのだろう？」 

大きな眼をさらに丸くして驚くアルルに、シヱゾがいう。 

「へ？ へ？ へ？ナニソ レ？」 

「アルル、あなたまさか、ホン トーに 知らないの？」 

「知らないよお、々すっごい魔法のアィテム"なんて」 

「じゃあ、なにしに来たワケ!?」 

「なにしにって……遊ぶために決まってるじゃない。なんか、修行にもなるっていうし」 
一流の魔導師を夢見るアルルは、かつてはサタンの双子の弟ルシファ彳に師事してい h 
もあったが、いまは単身(カーバンクルもいるが)で修行中の身である。 

「アルル、ここをどうやって知ったのだ？」 

シエゾがいう。 

「どうやってって . チラシだよ」 

r そのチラシに書いてなかったか？もし、いま持.ってるなら見てみろ」 


と 
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怪訝な顔をしながら、アルルはポケットからチラシを取り出し、しばし見つめる。やがて、 
顔がみるみる明るくなつていつた。 

「ホントだ！アトラクションを全部クリアすると"すつごい魔法のアィテム"くれるつて書 
いてある！ すごいすご おい！」 

「 . 」 

ルル^—とシエゾのふた D - は、そんなアルルの様子を呆然と見つめるのみ。ちょつとばかり才 
トボケなのが困ったちゃんのアルルではあるが、まさか々すつごい魔法のアイテム"のことを 
知らないとは、さすがのふたりも予想外だったのだ。 

「だつたら、ルルーもシエゾもますますケンカなんてしてる場合じやないよ。早くしないとほ 
かのヒトに先越されち やう！」 


「ポクももう行くね。ふたりも早くおいでよ」 

というが早いか、アルルはスキップするように跳ねながら門をくぐつていつた。ふたりに立 
ち直るスキを与えずに。これがすべて計算ずくの行動なら、かなりの大人^*である。 

「なにを差し置いても . 」 

しばらく呆然としたのち、ようやくルルーが口を開いた。 
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「あんな大ボケ娘に先を越されるのだけは、ガマンならないわ」 

「同感だ……」 

とシエゾ。 

「でも、あなたに先を越されるのにもガマンならないわ」 

「アルルのいぅ通り、 さっさと クリアしてしまぅのが正解かも知れんな」 
そしてふたりは一時休戦、"わくわく ぷょぷょランド" の門を くぐった 
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二〃ぷよぶよダンジョン"一階 

-「初めての方 U こちらへどうぞ」 

"わくわくぷよぷよランド"——^して"わくぷよランド"は、ここ最近に突然オープンした 
大テーマパークである。 

これまでは地図にすら載っていなかった辺境の山岳地帯ではあるが、オープンしてからとい 
うもの、客足は途絶えたことがない。 

もの珍しさに加えて"すっごい魔法のアィテム"という目玉賞品もあるが、人気のヒミツは 
々わくぶよランド"の中身にある。 

ほかの遊園地と同じく、ここにはいくつかのアトラクションがあるが、そのすべてがダンジ 
ョン形式。しかも単なるダンジョンではなく、いかなる魔法に よる ものか、誰かが入るたびに 
形が変わるという摩訶不思議な構造をしている。 

ダンジョンの形が変わるということは、中のアィテム、トラップ、モンスターの種類や数、 
出現位置なども変わるということ。 

ほかの遊園地にもダンジョン型のアトラクションがあるが、そのほとんどは幻影の魔法によ 
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るダミ^~である。しかし"わくぷよランド"にあるアイテム、トラップ、モンスタ^~はすべて 
が本物。 

たとえば"ねずみ取りのワナ"に引っかかると、痛いうえにしばらく身動きが取れなくなっ 
てしまう。その代わりといってはナンだが、"炎の指輪"やさまざまな魔導書などのアイテム 
は、もちろん取り放題なのだ。しかも手に入れたアイテムは、そのまま自分で使うもよし、園 
内のショップで売り、お金に換えるもよしである。もち.ろんお金も本物だ。 

また本物のモンスターと闘うということは、実戦を積み重ねるということで、魔法や剣術な 
どの修行にもなる。園内には手ごわいモンスタ1もいっぱいだ。 

しかし、そんな" わく ぷよランド"もい いこと ばかりではない。 

罠にハマると痛いのもさることながら、ダンジョン内で手に入れたアイテムは、使ってみる 
か何らかの方法で識別をしない限り、どんなものかわからないのである。たとえば指輪をひと 
つ取ってみても、それが"ただの指輪"ならまだしも、呪われていたらサァ大変。何も知らず 
にうっかりはめてしまうと、呪いを解くまで外せない。さらにそれが、マイナス効果の指輪だ 
った日には……！ 

それだけではない。識別されていないアイテムは、ショップに持って行っても最低金額でし 
か引き取ってもらえない。つまり、ーゴールド。たとえそれが、実はとてつもなく高価なアイ 
テムだったとしても、である。 




31 わくわく コース 、'ぷよぷよ ダン ジョンで小手調べ！ 


そして、本物のモンスタ1 と闘うということは、 逆に自分が負けて"ばたんきゅ〜"状態に 
なつてしまう、ということ も意味している。 

もちろん死んで しまう わけではないが、アトラクションをクリアする前に"ばたんきゅ〜" 
してし まう と、魔法に よっ てそのアトラクションに入る前の状態に戻されて しまう。 アトラク 
ションに入る i 刖 という ことは、そのアトラクションで手に入れたアイテムもすべてがパー。た 
とえ 苦労してアイテムを識別し、高価なものを持っていてもダメ。しかも 再 挑戦したときには、 
"ただの草"しかないダンジョンに変化しているかもしれない……。 

アトラクションの参加者は、そういったギャンブル性に賭けるしかないのかというと、そう 
でもない。それに、ハイレベルなアトラクションなどは、己の身ひとつでチャレンジするには 
ちよいとキビシイ。 

そのため、園内にはショップがあり、キズ薬などのほかに、お弁当としてダンジョン内に持 
っていけるカレーライスなども売っている。 

ハイレベルのアトラクションに挑む：！刖に、そこで装備を整えればいいわけだが、そこでも良 
い結果ばかりが待っているワケではない。 

アトラクションを出る-クリアするしないにかかわらず-と、そこで見つけたアイテム 

などから、得点が算出される。それが高いと、ボーナスとしてアイテムがもらえたりする。も 
ちろんそれは"すっごい魔法のアイテム"とは別だ。 
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あらかじめアイテムを持ってダンジョンに入ると、そのスコアが低くなってしまぅのだ。高 
価で効果の高いものほど、マイナスの度合いは大きい。 

高得点だとインフォメーションの掲示板に名前が載ることもあり、それを狙ってアトラクシ 
ョンに挑む者も少なくない。 

そのほか、手に入れたアイテムを使っての自身の能カアップ、アイテムを売ってお金儲け、 
モンスターと闘って実戦経験を積む、あるいは単なる遊びなどなど、"わくぷよランド"を訪 
れる者の目的はさまざまだ。しかも何度でも挑戦できるし、参加すること自体に制限はないの 
で、"わくぷよランド"はかなり繁盛している。 

もちろん、チヤレンジヤーたちの究極目標は、全アトラクションをクリアすることでもらえ 
る"すっごい魔法のアイテム"である。 

シエゾ•ウイグイイも同様である . といぅよりもむしろ、彼はそれ以外に目的はない。 

「ぷよぷよ^っ」 

「くらえつ！一 

シュバ ッ！ 

迫り来る緑色の"ぷよぷよ"に向かって、シヱゾは闇の剣を一閃！緑ぶよを打ち倒した。 

「くそつ . . | 
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シエゾはダンジョンの壁にもたれ、舌打ちしながら左の頰をさすった。やや赤く腫れ上がっ 
ている。先ほどの緑ぷよから受けたダ メージ だ。 

r オレとしたことが . 」 

吐き捨てるよぅにシエゾはつぶやいた。 

ここは、"わくぶよランド"初心者が小手調べに挑む"ぷよぷよダンジョン"の地下一階。 
つまり、初歩中の初歩アトラクションだ。 

そこに脚を踏み入れてすぐ、シヱゾは緑ぶよに遭遇したわけだが、そい.つを倒すのに二太刀 
も要した。 

本来、彼の実力と闇の剣の力を考えれば、一撃で倒せなければおかしい相手である。にもか 
かわらずいつもの二倍の労力を使ったことに対して、シエゾは内心で大きなショックを受けて 
いた。 

明らかに、自分の実力が落ちている……。 


遊園地の門前で、思わずシヱゾはルルーと一戦を交えよぅとしてしまったが、実のところ勝 
てる気がしなかった。緑ぷよを倒すのに苦労したことが、あそこで闘わなくてよかったと告げ 
ている。 

その理由についてシエゾは、後毎の念とともに想いを馳せた。 
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数ヶ月前、彼はとあるダンジョンを探索していた。入るたびに形が変わるという奇妙なその 
ダンジョンに眠る、"時空の水晶"を求めて。 

果たして彼は、ダンジョンの最深部にたたずむ水晶を見事に発見。時計の文字盤のような数 
字が舞うその黒水晶に、シヱゾは吸い込まれるように手を伸ばした。その水晶に秘められた魔 
導力をすべて吸収し、己の力とするために……。 

しかし！ 

シエゾの思惑とはまったく逆のことが起こってしまった。 

彼が水晶に触れた瞬間、体内を電撃が駆け巡り、エネルギーが水晶に流れ込んでいったのだ。 

——ャバィ"： 

瞬時に危険を察知したシヱゾはすぐに水晶から手を離し、少なくとも命を落とすことはなか 
った。ひとまずは水晶をあきらめ、そのままダンジョンを脱出。 

後の調べでわかったことだが、"時空の水晶"は、思わせぶ りに ダンジョンの奥にたたずみ、 
自身に触れた者の魔導力を吸収して いるらしい。 

調査不足の代償は、あまりにも大きかった。 

魔導力の大半を"時空の水晶"に吸収され、緑ぶよさえ一撃で倒せないほどになってしまっ 
たのである。 

その後、シヱゾは魔導力を取り戻すための方法を求めて各地を旅していたが、その最中に 
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"わくぷよランド"のチラシを入手。"すつごい魔法のアィテム"のことを知った。 

「こいつさえ手に入れれば、オレの魔導力も元に戻り、あわよくば"時空の水晶"の力をも吸 
収できるかも知れん……！」 

プラィドの高いシヱゾが、緑ぶよにダメージを食らぅ といぅ 屈辱に耐えながらも"ぷよぷよ 
ダンジョン"の一階に立つているのは、その一念からである。 

「くそつ……！絶対に手に入れてやる……！」 

"時空の水晶"の魔導力に向かって吐き出されたセリフなのか、それとも"すっごい魔法のア 
ィテム"に対するものなのかはわからないが、シエゾは気力を奮い起こし、再びダンジョンの 
探索を開始した……〇 







三〃ぶょぶょダンジョン"二階 

— 「こ^くらい r くじ It て ( J い It ません」 


r ファイヤ—じやいや In :」 

ゴォォォォッ！ 

掛け声とともに、イタズラ小僧を背にした大きなトヵゲが、口をがばっと開いて炎を吐いた。 
r ……っ！」 

ルルーは間一髪でそれを回避。しかし、熱が乙女の柔肌には少々痛い。 

「やったわね！」 

お返しとばかりにルルーはファイティングポーズを取るが、無造作に攻撃を繰り出すのをあ 
やぅく 思いとどまつた。 

いま、彼女はモンスターに取り囲まれているのだ。先ほど炎を吐いたコドモドラゴンのほか 
に、毒の入ったベル型注射器を持つハニービー、さらに緑色のぷょぷょや紫のナスグレイブた 
ちが文字通り四方八方を埋め尽くしている。 





37 わくわくコース'^ぷよぷよダンジョンで小手調べ！ 


こんな状態で、いま攻撃されたからといつてそいつにだけかまけていては、ほかの連中から 
袋叩きにされるのは明々白々。そんな愚かなマネをしなくとも、極めて不利な状態にあるのは 
変わりがない。 

「ルル^様、ここはオレに任せてください」 

ずいっ！ 

突然、ミノタウロスがルルーの前に立った。そして自慢の斧を水平に構ぇ、 

「いくぞ、猛牛乱舞！」 

気合とともに大回転！ 

「ぶ^-っ"：」 

グオオオオオオオオオオオオオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ . ツ n 

回転が生み出す斧の刃風が、だんだん大きくなっていく。 

「なんしょんな- っ！」 

ついに竜巻となった猛牛乱舞の刃風に巻き込まれ、コドモドラゴンらモンスターたちは一気 
にばたんきゅ〜。 . 

「すごおい……！」 

忠臣の思わぬ大技に、主人のルルーは眼をパチクリ。 






38 


「あなた、いつの間にそんな技を…… ？」 

「海の大渦を見て思いついたっス」 

"わくぷよランド"に来る前、ルル ー たちは海のリゾ ート 地にいた。"魔界の貴公子"サタン 
に認められるような魔導師になるための修行中の、つかの間のバカンスである。 

その地で手に入れたチラシを見たルルーが、 

フすっごい魔法のアィテム"を使えば、あたくしも魔導師になれるかも……！」 

と考えたのはいうまでもなく、そしてこの辺境の山岳地帯までやつてきたというワケ。 
ふたりはいま、"ぷよぷよダンジョン"の地下二階にいる。 

「はぁ . 」 

当面の危機が去った安堵からか、ルルーは大きくタメ息をついた。外傷はほとんどないが、 
明らかに疲労している。 

「ここまで来るとさすがに敵も強いわねえ……」 

I ふも . 」 

「なにかいいたそうね、 ミノ タウ ロス？」 

キッ！ 

ルルーは、奥歯にモノの挟まつたようなうめきをあげた ミノ タウロスをにらんだ。 

「い、いや……、その……」 ’ 
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「なぁ〜んて、あなたを怒れた義理じゃないわね」 

と、しかしすぐに気の抜けた表情 f 戻る。 

「バカンスのあいだに、すっかり身体がなまっちゃったわ……。基礎トレーニンダまで休んじ 
ゃったのは、我ながらマズかったわね」 

「ぶも . 」 

「あなたなんか、いつの間にか新技を編み出したっていうのに」 

「ルルー様、ひとまず外に出たほうがょくないっスか？幸い、さっき"脱出口の巻物"を見 
つけたことですし . J 

"ばたんきゅ〜"するとすべてがパーの状態で外に出されてしまう"わくぷょランド"のアト 
ラクションだが、手に入れたアィテムなどをそのままにダンジョンから出る方法がふたつほど 
ある。 

ひとつは、アトラクションをクリアすること。これは基本。、 

そしてもうひとつが、"脱出口の巻物"を使うことである。これを使うといつでも脱出でき 
るので、持っていれば，，ばたんきゅ〜"の確率が大幅に減少する。おまけに脱出したときの状 
態で再挑戦できるため、裏ヮザとしての基本中の基本といえる。 

ルルーたちはさきほど、その"脱出口の巻物"を入手した。 

もちろん、それは最初から識別されていたわけではない。なぜ巻物が識別されているのかと 
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いうと、幸運の女神が連続で微笑んだからだった。 

ダンジョンの中には、トラップ、アイテム、モンスターだけでなく、"魔方陣"も配置され 
ている。 

体力回復や魔導力回復など、魔方陣の上で祈ることでさまざまな効果を発揮するが、これも 
最初は識別されていない。もちろん、マイナス効果の魔方陣もある。 

ルルーたちにとってラッキーだったのは、わけもわからず祈った魔方陣が，，識別の魔方陣， 
だったこと。そして、その効果によって識別されたアイテムの中に"脱出口の巻物"があって、 
ダブルラッキ^ —というワケである。 

「ルル^—様、 そろそろ 陽 も落ちるっスよ」 

お腹をさすりながら、 ミノ タウロスはさらに続けた。 

"ぶよぶよダンジョン"は、地下に潜っていく構造のため、もちろん窓はない。そこで ミノ タ 
ウロスは、正確さには自信のある腹時計でおおよその現在時刻を確かめたのだ。 

「お腹も空いてきたっス J 

「あなたさっきリンゴ食べたばかりじやない！もうお腹空いたの!?」 

「いやでも、オレはやっぱり草のほうが……」 

「もう草なんかないわよ。みぃんなあなたが食べちやったから。……でもそういえば、 さっき 
カレーライス拾ったはずよ I 
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「いやいやいや……！か、カレーだけは勘弁してください！」 

ルルーの提案に、ミノタウロスは大きなウシ頭をぶんぶんと振った。 

「だからルルー様ぁ、一度外に出て明日また来ましようよぉ . J 

「大きな図体して情けない声出すんじゃないの！」 

"わくぶよランド"には、いくつものアトラクションがあり、難しいコースになればなるほど 
ダンジョンのフロア数も多くなっていく。そのため、一日ですべてを回りきるのは不可能。 

並日通、全アトラクションを回るにはどうするかというと、日数をかけて通うことである。 

ほとんどのアトラクションはチケット制になっているので、それさえ持っていれば日にちが 
開いていても挑戦できる。だいたい、場所が辺境だけに、 r 今日はこれくらいにして、また明 
日来ることにしよう」というワケにはなかなかいかない。 

しかし、どこにでも商売上手はいるもので、そんな事情を察知した業者たちが次々と宿泊施 
設をオープンさせていった。 

さらにはそういった客相手の土産物屋、アトラクションで手に入れたアィテムやお土産を運 
ぶ宅配サービスなども次々と開店。温泉が出たというハナシもあり、"わくぶよランド"周辺 
はちよつとした観光地となつている。 

もちろんルルーたちは、そんな中で最¢1 问級のホテルにチエックィンしてある。 

「いつとくけど、あたくしはここをクリアせずに脱出する気はないわよ。どうしてもつていう 
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んなら ミノ タウロス、あなただけ先にでなさい」 

「そ、そんなあ . 」 

「こんな初心者コースが一気にクリアできないようじゃ、サタン様に認められるような一流の 
魔導師なんて、夢のまた夢よ。だいたい、次はボスのフロアなのよ？ミノタウロス、あなた 
はこんなところでくじけるような小物だつたの？」 

「そ、そんなことないつス！」 

まるで自分にいい聞かせるようなルルーのセリフで、 ミノ タウロスは元気を奮い起こした。 
「ルル^—様、オレ、やる つス！ 」 

「それならいいわ。じゃあ、行くわよ」 

いうが早いか、ルルーは鍾を返して歩き出した . 。 




¢9 〃ぷよぶよダンジョン"三階 

— 「さぁ、ボス戦 r す/」 

「いっただっ きま' ^ す！」 

「ぐ，-」 

ずう っ0 

アルルとカーバンクルは、差し出された湯のみになみなみと注がれた緑茶をすすった。 
「ぁ〜、 おいしっ★」 

お茶の温かみがじんわりと身体中に広がって、たまった疲れを洗い流してくれる。心なし 
魔導力まで回復していくような気がする。 

「どうだ？うまいだろう」 

「う人！」 

一ぐ- —!」 

アルルたちと差し向かいに正座し、同じようにお茶をすすっているガィコツのモンスター 


か 
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"スケルトン T" がいった。 

ここ"ぷょぷょダンジョン"の地下三階にアルルたちが降りると、そこにはスケルトン T だ 
けがたたずんでいた。 

そのスケルトン T にアルルたちは招かれ、差し出されたお茶を愉しんでいるのである。 
r ごちそ^~さまでした あ！」 

「ぐつぐぐ^—」 

やがて、すっかりお茶を飲み干したアルルたちは、眼の前のお盆に湯のみを置いた。 

「飲んだか？」 

とスケルトン T。 

「うん！とっても 美味しかった ょ ！ J 
「では…… 」 

スケルトン T も残ったお茶をあおり、湯のみを置いてゆっくりと立ちあがる。 

「お前にはさっそく消えてもらおうかあ . n :」 

ギロリ！ 

突然、ぽっかり開いた眼の奥に邪悪な光をたたぇ、スケルトン T はアルルをにらんだ。 
「ええつ!?" ど、ど，一いうこと？」 





46 


「お：！刖らには"ばたんきゆ〜"してもらうつてことだ」 
r . つてコトは、ポクらは闘うつてコトだょね？」 

「そうだ。闘いの前に体力と魔導力を回復させてやったのは、オレの慈悲だ」 

「で、でも . 」 

「どうした？逃げるならいまのうちだぞ」 

「休憩室で、どうして闘わなきゃいけないの？」 

「はい!? :」 

アルルの、突然で奇妙な問いに、スケルトン T は素っ頓狂な声をあげた。 

「お前、今なんといつた？」 

「え . ？どうして休憩室で闘わなきゃいけない の？ って . 」 

「ダンジョンには、休憩室などないのだが……」 

「ええつ!?: そ • 一なの？」 

今度は、アルルが眼を丸くする。 

「ポクてつきり、ここが休憩室だと思ってた。スケルトン T さんがお茶くれたし……。じゃあ、 
ここは 何の フロアな の？」 

「お前、"わくぷょランド"は初めて……なんだな、ここにいるつてことは」 
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「うん」 

「じゃあ、このダンジョンに入る； j 刖にインフォメーションにいかなかったのか？並日通、そこ 
でキキーモラからある程度の説明を受けるはずだぞ」 

「そ一いえば、行ってないや。えへへ……」 

「しょうがないな . J 

照れ笑いをしながら頭をポリポリかくアルルに若干の目眩を覚えながら、スケルトン T は夕 
メ息をついた。 

「いまここで説明するから、 ょく 覚えておくんだぞ、いいか？」 

「わかった」 

「ここはボスのフロアで、ボスであるオレを倒さねば、先に進むことはできん」 

「へぇ一、そうなんだ」 

「ついでにいうと、各アトラクションの中間や最終フロアには必ずボスがいて、お i 刖たちの行 
く手を阻む。逆にそうでなければ、お前たち客もつまらんだろう？」 

「そうだね。ボスがいないと、なんだか張り合いがないもんね」 

「うむ。ダンジョン内のほかのモンスターは魔法で召喚された連中らしいが、ボスは園長から 
直接雇われたッワモノ揃いだ。そう簡単には勝てんぞ」 

「なるほど」 
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「それにここから先、ボスはどんどん強くなっていく。いいかえると、オレに勝てなければ、 
もし先に進めたとしてもその先でヤられるってことだ」 

「わかった！ボクもがんばるよ！」 

「その意気やよし！では改めて、行くぞ！」 

いいながらスケルトン T は、パチンと指を鳴らした。指まで骨なので、正確には「コキン」 
という音だが。 

それはともかく、スケルトン T の合図に応じて、多数のモンスターが彼を取り囲むように出 
現した。何人何匹ものコドモドラゴン、ハニ彳ビー、ナスグレイブ、緑ぷよ。これまでにこの 
ダンジョンで出ム K つたモンスターばかりだ。 


ダダッ！ 

おおよその敵の数を把握すると同時に、力^ — バンクルを引つつかんでアルルはくるりと背を 
向け、走り出した。 

「逃げる気か P:J 


スケルトン T の問いにも応えず、アルルは走りつづける。その表情は、恐怖に駆られて逃げ 
ると いぅより、緻密な戦略を練っ ている かのよぅだった。 
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「そんなことをしても無駄だぞ！」 

ダンジョンには、先に進むための上りや下りの階段はあるが、元の階に戻ることはできない。 
つまり、この地下三階から地下二階へは戻れないのだ。 

そんな ことくら いは、アルル ももとより 承知している。 

「弱虫にはこれをくれてやる！ お茶ちやちやちやちや- つ”：」 

スケルトン T は、巨大湯のみに注がれたヤケドするほど熱いお茶を、アルルの背中めがけて 
ブチまけた！ 

パシャ -ッ”： 

「熱っ”」 

グラグラと煮立つほどの熱い液体を、ザコモンスターともどもアルルはかぶるが、それでも 
なお走りつづける。 

やがてアルルは、スケルトン T とお茶を飲んでいた広間から、人ひとりが通るのがやっとの 
狭い通路へと入った。その行き止まりに、アルルは地下二階から降り立ったのだった。 

I よお^■'し . ！」 

行き止まりの一歩手前で止まり、アルルは気合と ともに 振り返る。そして、彼女を追って通 
路に入ってきたコドモドラゴンに、 
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「アイス"：」 

n キ-ンッ！ 

「なんしょんな 一っ！」 

弱点の冷気呪文をモロに食らい、コドモドラゴンはあっけなく"ばたんきゅ〜 7 y o しかし、 
次のコドモドラゴンが通路に入ってくる。 

「アイス n 」 

アルルは落ち着いて呪文を唱え、次も撃破。そして次、その次、そのまた次と、通路に一匹 
ずつやってくる敵を倒していく。冷気に弱いコドモドラゴンにはアイス、炎に弱いナスグレイ 
ブにはフアイヤーと、確実に弱点を突きながら。 

狭い通路に入り込んで、一匹ずつ確実に倒していく。これが、敵の数が多いと見て取った瞬 
間にひらめいた、アルルの作戦だった。基本戦略は師匠のルシフアーから学んだが、それを応 
用して実戦に活かす術は、これまでの修行の旅で得てきたものである。 

「ふう . 」 

ほどなくして、アルルはザコ敵を一掃。途中、宙に浮かんでいるので地形に影響されない ハ 
ニービーが側面から襲って くるという 誤算もあったが、なんとか撃退できた。 

「ほほう、なかなかやるな」 
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ずいっ！ 

と、最後に残ったボス、スケルトン T がアルルの前にやってくる。 

「さっきは よくも やって くれたね！ お返し だよ！」 

いいながらアルルは、手に魔導力を集中。 

「くらえ、フアイヤ jn ……あつ、間違えた！」 

ゴォォォォッ！ 

間違えたと気づいたときにはもう遅く、アルルの手のひらから発した炎が、スケルトン丁に 
襲い掛かる。 

「熱やちやちやちやちや-っ”：一 

炎をまともに食らったスケルトン T は、あまりの熱さにジタバタと右往左往。 

「な、なかなかやるな…… 、オ レの弱を一発で見破る とは……！」 

I え？ そ ■ —なの？」 

アルルは本来、アイスを食らわせるつもりだった。熱い思いをしたので、そのお返しに逆に 
冷たい思いをさせてやろうという魂胆からである。また同時に、「お茶は熱いうちがオイシイ。 
だから、お茶を冷ます ような 攻撃が弱点だろう」 という 読みもあった。 

しかしアルルの読みは大ハズレ。スケルトン T の弱点は、骨だらけ不死モンスターゆえの炎 






52 


だった。 

下手な考え休むに似たり、とはよくいうが、時にはそれがよい結果をもたらすこともある。 

「だが、このままでは済まさんぞ . . 食らえ！ お茶パ - ンチ n 」 

スケルトン T は湯のみを握った手でパンチを繰り出すが、かなりのダメージを受けてしまっ 
ているためか、勢いがない。 

アルルはなんなくそれを回避し、 

「そういうことなら、もう 一回！ フアイ ヤ 1 H :」 

ゴオオオオオオオオ TT オツ！ 
r アプ-ッ！|_ 

カウンターの炎呪文を再びまともに食らい、スケルトン T の身体はガラガラと崩れた。 

「勝った！」 

「か、完敗だ……」 . 

スケルトン T の頭蓋骨が、その場で くるくると 回りながら最期のつぶやきをもらす。 

ゴゴオン！ 

そのつぶやきと同時に、広間の奥のほうで扉の開くような音が響いた……。 
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五ィ>フォメ I ショ>前にて 

—「さて、私 IJ 誰 r しよう?」 

「む . ？」 

アィテムの売買を終えてショップから出たシエゾは、ィンフォメーション前の掲示板を見つ 
めているルル^ —とミノタウロスを見つけた。 

「なんだ、まだダンジョンに入っていないのか？」 

ルルーたちの背後に立ち、わずかな嘲笑をこめてシエゾはいう。 

「失礼なこといわないで！」 

キッ！ 

とシヱゾを振り返りながらルルーはいった。 

「あたくしたちは、 もうと つくにクリアしたわよ」 

「まぁ、初心者コースだしな」 

「いちいち口が減らないわね、あなたも。まあいいわ、あなたも初心者コースだけで終わらな 
いように、せいぜい気をつける ことね」 
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r.p :」 

一瞬、シヱゾは自分の能力低下がルルーに看破されているのかと不安になった。その表情が 
どうやらかなり険しかつたらしく、 

「なによ、やる気？」 

ルル-—もシヱゾをにらんだ。 

r . いや、ご忠告は承つた、としておこう」 

とシエゾ。 

どうやらルルーは、シエゾの能力低下に気づいていないらしい。彼女の直線的な i から考 
えて、もし知つていたらそこを突いて畳み掛けてくるはずだ。 

そういうシエゾも、ルルーの腕が落ちていることに気がついていないのだが。 

「あ！ ルル^ " ! シエ ゾ！」 

そんなふたりに、またアルルの声が割り込んだ。 

「ふたりも初心者コースクリアできたの？」 

「そういうあなたはどうな の？」 

とルルー。 

「ポクもクリアしたよ！ ほらほら見て見て」 

いいながら、スケルトン T のフロアで手に入れた紙切れを取り出した。スケルトン T が倒さ 
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れることで 開いた部屋の宝箱に入つていた"共通チケット"である。 

「これで、次は"フアイヤーマウンテン"に行こうかつてカ ー くんと相談してたとこなんだ」 
初心者コースをクリアすると手に入る"共通チケット"によつて初めて、ほかのアトラクシ 
ョンに挑戦することが可能となる。つまり、"すつごい魔法のアイテム"へのチャレンジが本 
格化するのは、これからということ。 

『ほほう、三人とも初心者コースをクリアしたか…… 』 

突然、イン フ ォメーシ ョンのスピーカーから重々しい声が聞こえてきた。その声は、明らか 
にアルル、ルルー、シエゾの三人に対して向けられている。 

『だが、この"わくわくコース"はほんの小手調べだということを忘れるな……』 

「何者だど 

シエゾがいう。 

『私はここの園長だ . 』 

「どこかで聞いたような声ね……？」 

「ルル ーもそう思う？」 

とルル^~とアルルは首をかしげる。 

「ぐ - -| 
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『うおう！ か、 力^ — く 人 . ！』 

ヵーバンクルの声に、園長は奇妙な反応をしたが、それに対してアルルたちがッッコミを入 
れる：！刖に、 

『失礼……。では、諸君たちの活躍を楽しみにしているぞ……！』 

それだけいい残して、スピーヵーの声は聞こえなくなった。 

「いったい何だったのかしら？今のは」 

ルルーがいう。 

「……まあいいわ。アルルが"フアイヤーマウンテン"に行くつていうなら、あたくしは"ウ 
才^—ターパラダイス"にするわ」 

「ならオレは"スタ 1ライト ステージ"だ。お前たちとダンジョン内で鉢合わせするのはゴメ 
ンだからな」 

「じゃあ、誰が最初に クリアして" すっ ごい 魔法の アイテム" を手に入れるか、競争 だね！」 
そして三人は、今日一日の疲れを癒すべく、それぞれの宿へと帰っていった。 

これから、大変な騒動が待っている こと も知らずに . 。 









フアイヤーマウンテン 

”お役に立ちます/? /?ーバンクル” 
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一 闇の一室にて 

——「園長も楽じゃありません」 

「え〜と、スケルトン T には千ゴールド支払、と。次はキキーモラだな……」 

暗く、狭い一室で、"彼"は書き物をしていた。 

デスクの上のロウソクが、"彼"の二本のツノを壁に映し出している。 

「もももからは売上のマージンと店の使用料が入って……」 

今回は、魔法スクリーン上でダンジョンを sm しているのではない。 

きちんとした紙に、羽根ペンで カリカリと やっている。 

その紙には、やたらと数字の羅列が目立つ。 

"彼"は、"わくぶよランド"の収支計算をやっているのだった。だが、園長である"彼" 
行ぅ仕事では、正確にはない。 

「しまったな。さそりまんを経理担当として雇えばよかった……」 

羽根ペンを動かしながら、いつものよぅに"彼"はつぶやいた。 

この"わくぷよランド"オープンに当たって、"彼"は数人を雇い入れたが、ィンフォメ 


が 
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ションのキキーモラを除いて、全員が各アトラクションのボスといぅ役を担っている 
それはパ彼"が「経理ぐらい自分でできるさ」と考えての配置だったが、これが大甘！ 
る日も来る日も数字とにらめつこといぅハメになつてしまつた。 

さすがにこぅ毎日ゼロだのィチだのと格闘していると、気が滅入ってくる。 

「ふむ、昨日の儲けは三十万ゴールドか……。まあまあだな」 

やがて完成した書類に眼を通して、〃彼，/は笑みをもらした。 

数字との闘いはヘキエキするが、黒字を眺めるのは悪くない……。 


来 




二 ももものショップ 

-「たくさん買い物をして、犄典をゲッ トしよう/」 

「ちよつ と 待つてな の一」 

ショップを出ようとしたところで、アルルはやたら間延びした声に呼び止められた。ほっと 
くと眠ってしまうんじやないかと心配になってきそうな声である。 

「なに？」 

アルルは振り返った。その先には、自分と同じ大きさのリュックを背負った魔物。 
ショップの店主、"ももも"である。 

「お金、足りなかった？」 

「そうじやないの一」 

"ファィヤーマウンテン"に備えて、アルルは雷系初歩攻撃呪文"ショック"の魔導書を購入 

したところだった。千ゴールドと高額で、おサィフが空っぽになってしまったが、まあしかた 

5 C 、0 
力なレ 

これで、炎系、冷気系、雷系とひととおりの攻撃呪文がそろったことになる。炎系のモンス 
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タ ー がいる"フアイヤ ー マウンテン"に対抗するにはやはり冷気系が中心になるだろうが、ま 
あ備えあれば憂いなしだ。 

「じやあ、な あに？」 

「お客さんは、識別能力を持つてるの一?」 

「ううん、持ってない よ」 

もももの問いに、アルルは首を振る。 

「どうして？」 

「今日は"フ ァイ ヤーマウンテン"に 行く つていつてた一」 

「うん」 

「そこから先は識別できないと危険なの一。ダンジョンに落ちてるアイテムには、悪い効果を 
持つものもあるの一」 

「って.いわれても、ポクは識別できないし……」 

「大丈夫1、これから識別できるようにしてあげるの一」 

「え？ どうやつて？」 

「ちよつと眼をつぶるの一」 

「こ、 こう？」 

素直なアルルは、いわれた通りに眼を閉じた。途端に視界が真っ暗闇に包まれる。 
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「そのままじつとしてて一」 

ぺたぺたべた。 

もももの声とともに、奇妙な音がアルルの耳に飛び込んでくる。彼が近づいているのだ。 


もぞもぞもぞ。 

アルルの眼前まで来たもももが、何かをしているのが気配で感じられる。眼を閉じているの 
で、何をしているのかわからないのがちょつちコワイ。 

「もう眼を開けていいの彳」 

いわれるまま眼を開けると、気配で感じた通り、もももがアルルの前に立っていた。 

「これで、アイテムや魔方陣の識別ができるの一」 

「ホント . ？」 

もももに何かされたのは確かだが、別に身体を触られたわけではないし、見た目に変わった 
ところはないょうだ。それに、自分の中で「何かが変わつた」というカンジもしない。 
「アイテムを持ったり、魔方陣の上で意識を集中すれば識別できるの一」 

訝るアルルにかまわず、もももは説明を続ける。 

「ただし、魔導力を使うの一。あと慣れないと識別がうまくいかないことが多いの一。そうす 
ると魔導力のムダ使いになっちやうから、気をつけて一」 
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「う、うん。ダンジョンに入ったら、とにかくやってみるよ」 

「たくさん買ってくれたお客さんへのサービスなの一。またよろしくなの一」 

「わかった、ありがとう！」 

どこがどう変わったのかよくわからないが、思わぬサービスを受けたアルルは、喜び勇んで 
踵を返した。 

「力^— くん、行く よ！ いつとくけどそれは、食べられるカレ^ —じやない よ」 

「ぐ-」 

アルルにうながされ、ショ-—ケ^—スのカレ^ — ラィスをヨダレたらして見つめていた力^—バン 
クルも後に続いた……。 
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三"ファィヤ—マゥンテン-入り口 

——「熱く燃えるのがィヤ7方 II :氕をつけてご入場くだ？い」 

ゴオオオオオオオ . ^•ノ n : 

あちこちに設置された、天を焦がすような勢いのかがり火が、まさに"火山"といった建 
物をさらにヒートアップさせているような印象を受ける。 

そして火山のここかしこから、訪れる者を威嚇するように顔を突き出しているドラゴンたち 
の像。 

「ほぇ〜 . 」 

"ファィヤーマウンテン"の荒々しい外観に圧倒されて、アルルは思わずタメ息をもらした。 

つつう〜っと、汗が頰をつたっていく。それが冷汗なのか、暑さに よる ものなのか、アルル 
にはわからない。 

「よお^し！」 

気合を入れて、アルルはアトラクションの中に脚を踏み入れようとした。 

そのと き！ 
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「あ、ちよつとちよつと！」 

と呼び止める、背後からの声。よくよく、背後から呼び止められる日である。 

「初心者は立ち入り禁止だよ」 

「ポクは初心者じやないよ一……つて、ドラコじやない」 

ムッと しつつアルルが振り返ると、そこには ドラコ ケンタウロスが立つていた。自称"格闘 
美少女"は、いつものよぅに赤いチャイナドレスに身を包んでいる。そして背中には竜の翼、 
頭にはサタンよりちよいと短い二本のツノ。 

「ここで働いて るの？ ドラ コ」 

「まぁね。 . それはともかく、この注意書きを読んだかい？」 

いいながらドラコケンタウロスは、自分のすぐ脇にある注意書きの看板をコンコンと叩いた。 
「ここは、"ぶよぶよダンジョン"の三階にある共通チケットがないと、入っちやいけないん 
だぞ」 

理由は「危険なアトラクションのため」、と看板に書き記してある。 

ここ以降、モンスターはどんどん強くなっていくし、アイテムや魔方陣どころかトラップも 
多彩になっていく。それにアイテムや魔方陣も、ショップの店主がいっていたが、必ずしもプ 
ラスの効果とは限らない。 
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そのため充分に強くないと、場合にょっては"ばたんきゅ〜"どころか本当に死んでしまう 
可能性があるのだ。 

「特にここはね、共通チケットで入れるほかのアトラクションとくらべて激しいんだ」 

とドラコケンタウロス。 , 

「出てくるモンスターも、炎系のパワフルな連中ばっかりなんだぞ」 

「ってことは、やっぱり 冷気の呪文に弱そうだね」 

「う . 」 

アルルに痛いところを突かれて、ドラコケンタウロスは思わず後退る。 

「それは ともかく 、ポクはチケット持ってるんだってば」 

「だから、 チケット持ってない と入れな いんだってば！」 

「だから、ポクはチケット持ってるんだ って！」 

「え？ いまなんてつた？」 

「ポクはあ、チケット持っ てるの！」 

「なあんだ、そんなら早くいえばいいじやん。通っていいょ」 

「さつきからそういつてるじやないか . 」 

などとブツクサいいながら、アルルは入り口に向かおうとした。 

「おいで、カーくん」 
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「ぐ一」 

「ちょつと待つた！」 

ドラコケンタウロスは、そんなアルルをまた呼び止める。 

「なぁに？まだ何か用があるの？」 

「そいつも連れて行くのか？」 

力^―バンクルを指差しながら、ドラコケンタウロスがいう。 

「そうだょ。別に問題はないはずだけど？」 

「いや、そうなんだけどさ」 

確かに"わくぷょランド"では、パートナーを連れてアトラクションに参ノ加してはいけない 
という規定はない。 

r アタシ的には、あんまり好ましくないな、と思つてさ」 

「ど^—して？」 

「闘いは、やっぱ一対一が美しいじゃない？」 

「つてことは、ドラコはここのボスなわけ？」 

「まぁね」 

「ドラコの気持ちもわからないではないけど、カーくんが闘いの役に立つとはあまり思えない 



69 フアイヤーマウンテン x 'お役に立ちます!？カーバンクル" 


んだけどね。ルルーのとこの ミノ タウロスじやないんだし」 

「それもそぅか」 

やがて、アルルは よぅやくドラ コケンタウロスに解放され、アトラクションに入った_ 



四さそりまん登場 f - 

- 「ボス I 3:ひとりと U 限りません」 

「やあ、来ましたな」 

ニコニコと人の良さそうな笑みを浮かべながら、 奇妙な ィントネーションでそいつはいった。 
優しげな顔つきとは裏腹に、手には鋭いヤリ、そしてお尻から伸びた サソリの 尻尾。 

「あ、モ ギリのおじさん」 

アルルは、眼の前の人物を 知っている。"わくぷょランド"の 入り口で、モギリ —— 入場券 
の半券をちぎること ——の 仕事をしていたの だ。 

「そうやけど、ここのボスもやってますねん。ワテはさそりまん いいます。以後よろし ゅう」 
「あり？ "フアィ ヤー マウンテン"のボスって、ドラコじ やない の？」 

アトラクションの 入り口で出会ったドラコケンタウロスが、自分で そう 話していたのをアル 
ルは記憶している。 

「あのコは、ここの最上フロアにおります ねん。まぁいって みれば、ワ テは中ボスっ ちゅーヤ 
ッでんな」 
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「ってコトは、ここで終わりじやないんだ」 

ここはまだ"フアィヤーマウンテン"の五階。 

「そうでんがな。"わくわくコース"とは比べもんになりまへんで」 

「なるほど」 

「ここは十階までありますねん。せやけど、最上階までダラダラとダンジョンしとつたら、 
激が少のうてお客さんも飽きまっしやろ？」 

「う〜 ん . 、そうやねぇ」 

「……なんでヮテの口調が伝染りますねん？」 
r ご、ごめん。つい……」 

「まぁそれはともかく、そんなわけでワテみたいな中ボスがおりますねん」 

「うん、わかったょ」 

「っちゅ-ワケで . 」 

チヤキッ！ 

ニコニコ顔のまま、さそりまんはヤリを構えた。 

「覚悟はええでっか？」 

というセリフとともに、さそりまんのまわりに多数のモンスタ^ — が出現。火の玉モンスタ^~ 


刺 
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のデビルファイヤーと、真っ赤なナスグレイブだ。 
r 行く よ！ 力1 くん！」 

いうが早いか、アルルは狭い通路に向かって駆け出した。 

"ぷよぷよダンジョン"の三階でやった、「誘いこんで一匹ずつ撃退」作戦を再び実行しよう 
というワケである。 

「焼きな-— す！」 

ゴオオオオオッ！ 

赤ナスグレイブはなんと、遠くから炎を吐いてきた。 

「なんの！」 

アルルはそれをなんなく回避し、 

「アイス！」 

「なすな^ す！一 
赤ナスを撃退。 

その後、同じやり方で次々と赤ナスを倒して行く。相手も遠距離攻撃を持っているが、魔導 
師であるアルルも遠距離攻撃は得意だ。 

おまけにアルルがいまいる通路は、両側が天井までの壁になっているため、たとえばハニー 
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ビーのように飛行しているモンスターから挟み撃ちにされることもない。 

「アイス！」 

「なすな^ す！」 

「アイス！」 

「燃え燃えな ^ —す！」 

調子に乗って、アルルは赤ナスグレイブをどんどん撃退。 

しかし、アルルの作戦にはひとつだけ誤算が あった！ 

「ぼ わわ——ん！」 

「しょわ-^!」 

赤ナス全滅まであとちよつとというとき、なんとデビルフアイヤーが両側の壁から幽重のよ 
うににじみ出た。 

「えええっ!?」 

ビック リ するアルルに、 

「アチア チッ！ 」 

デビル ファイ ヤーは無情にも火の粉を飛ばして攻撃！ 

「熱っやったな ぁ！」 




74 


思わぬ挟み撃ちにアルルはしたたかダメージを受けたが、すぐに気を取り直す。 
「アイス！」 

「しょわ- 

必死の応戦で、やがてアルルはザコモンスターを一掃した。 

「なかなかやりまんなあ」 

と、 さそり まんがアルルの前に立つ。あとは、この中ボスを残すのみ。 

「結構いい作戦やつたけど、デビルフアイヤーのことナメたらあきまへんで」 
ニコニコしたまま、 さそり まんはアルルの作戦を評価した。 

「こっから先、壁ん中すり抜ける連中も、ぎよ^ —さん出ますねん」 

「うん、勉強になったよ」 

「ほなそろそろ、こつちも本気でいきまつせ一」 

いいながら、さそりまんはヤリを構えて突進。 

「アイス！」 

さそりまん目掛けてアルルは呪文を唱えるが、さそりまんは平気な顔をしている0 
「あれ？アイスが効かない . ？」 

「そういうワケやあらへんが、ワテの弱点は炎やおまへんで」 

さそりまん がいう。 
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「いくら炎のアトラクションいうても、全員が冷たいんに弱いワケやありまへん。もちろん、 
ほかのアトラクションでもそれはおんなじやで。よう覚えとき」 

「教えてくれてありがとう . といいつつ、ショック n 」 

ピシャア-ンッ！ 

アルルの手のひらから発した雷撃が、ィキナリさそりまんに襲い掛かる。彼の説明を聞いて、 
瞬間的に炎か雷撃かを選択。そして後者に賭けたのだった。 

「アタタタタタタタタツ！」 

果たしてそれは功を奏し、 さそりまんに 大打撃！ 

「お客はん、ええ根性しとりまんな。ヒトが説明してるスキ突いてくるなんて」 

「ポクだって、必死なんだもん」 

さっきの闘いで、アルルは体力魔導力がちよっとピンチ。デビルファィヤーの誤算さえなけ 
れば、それなりに温存できていたのだが。 

「確かにそうでんな。ほしたら、こつちもいきまつせ 一」 

さそり まんは、再び ヤリで 突進。 

「よっ！」 

これまたなんなくアルルは回避するが、 
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チクッ！ 

「痛い っ！」 

太ももにちょっとした痛みが走った。見ると、なんと さそり まんの尻尾が刺さっ ている！ 
「ひっかかりましたな？」 

いいながらさそりまんが尻尾を抜くと、 

「う . ！」 

ズゥゥゥゥゥゥゥ . ンッ！ 

奇妙な重みが、アルルの身体に襲い掛かった。 

「いい忘れてましたが、ワテの尻尾には"毒"がありまんねん」 

「そ、そんなこといまいうなんて、ずるいよお . J 

「こっち も 必死でんねん。そう アッ サリとクリアして もらう ワケにはい きま へんの や」 

\ ^0 . . ハガ - r お . つ f * | 

倒れそうになるのを必死でふんばり、アルルは堪えた。 

「いきまつせ' —!」 

「シヨック nj 

ピシャア-ンッ If : 











ファイヤーマウンテン，お役に立ちます!？カーバンクル" 


またまた襲い掛かるさそりまん目掛けて、アルルは渾身の雷撃！ 

「こらアカ-ン！」 

シヨックをまともに食らい、さそりまんはついに戦闘不能。 

「いやあお客はん、強いでんなあ。こっから先、どんどん苦しくなるから、よう精進しいや」 
「う、うん、ありがとう . ！」 

ニコニコとさそりまんに見送られ、アルルは毒で重い身体を引きずるように、なんとか階段 
まで歩いた……。 






五トラップに空腹に強カモン スタ— に…… 

—— 「時に |3: '恶いことばかリが重 ^リます」 

ついに"フアイヤーマウンテン"を八階まで登ったものの、アルルは大ピンチに陥っていた。 

「お腹空いたなあ……」 

「ぐぅ . J 

ピンチその一、空腹。 

"フアイヤ ー マウンテン"に入ってから、 アルルと カ ーバンク ルはほとんど飲まず食わずだつ 
た。ショップで 食料を 買っておかなかった のが敗因である。 

「これ大丈夫かなあ …… ？」 

アルルは、これまでの過程で拾った草を 手に取った。このテのアイテムは、 すでに入手して 
いる。しかし…… 。 

「ここで識別しちやぅと、強いモンスターが出たときにヤバイしなあ……。失敗しちやつたら 
ヤだし……」 
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ピンチその二、魔導力不足。 

さそり まんとの闘いだの、識別しまくりだのが災いして、アルルの魔導力は残り少ない。 さ 
らにキビシイことに、魔導力回復の魔方陣も見つからない。ザコモンスタ--も強くなつてきて 
苦戦続きだし。それを考えると、アイテム識別も躊躇したくなるといぅもの。そのため、いま 
持っているアイテムのほとんどは識別できていなかつた。 

「はぁ……」 

とタメ息をついた途端、 

ぐぎゆるるるるるるるるるる . . 

「アイタタタタタタタ . 」 

猛烈な腹痛がアルルを襲った。これがピンチその三。 

実はさつき、「かまぅもんか」とばかりにアルルたちは識別していない草を食べた。しかし 
不運に不運は重なるもので、その正体は〃腐った草"。そのため、ほんのちょっぴり空腹は満 
たされたが、代わりに腹痛を起こしてしまったのだ。 

「お腹は痛いし身体も重いし……」 

ピンチその四、毒。 

しかしこれは、 さそり まんに食らつたものではない。このフロアについた途端に"毒ガスの 
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ワナ"をうっかり踏んづけてしまったのだ。しかも、何にでも興味を示すカーバンクルまで踏 
んでしまった。 

とにかくそういったワケで、アルルは大ピンチなのである。 

「か、階段はどこお…… ？」 

る^ ON 1 る . 

身体を引きずるようにして階段を求め、アルルは歩きつづけた。次のフロアに行きさえすれ 
ば、魔導力もちよっちは回復するし、毒や腹痛も治る。挑戦者がマジで死んだりしないように、 
救済措置としてそのような魔法がかけられているのだ。 

「ぐ，-」 

突然、カーバンクルが声をあげた。 

「ど、どうしたの？カーくん」 

I ぐぐ.- 」 

見ると、カーバンクルが前方を指している。 

そしてそこには薬ビンが！ 

「やった！」 

薬じや空腹は満たされないケド、腐ったものはないハズ。"ただの水"だったら ィヤ だけど、 
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魔導力回復の"仙人酒"か、せめて状態回復の〃緑汁"だったら大ラ ッキー n 
アルルは、歓喜とともにそちらに向かおぅと一歩前に踏み出した。 

その 瞬間！ 

3 V オオオオオオオツ！ 

猛烈な火柱が足元から噴出。 

「きゃあつ！」 

アルルはしたたかヤケドを負ってしまったが、心配するほどではない。 

しかし！ 

「あ -つ”：」 

ィヤな予感がしてふと見ると、アィテムを入れた袋が真っ黒焦げになっていた。当然、中身 
も消し炭といぅことである。しかも中に入つていたのはすべて、燃えやすい草と巻物！ 
「せっかくのアィテムが ぁ！」 

とアルルが悲嘆に暮れた途端、 

ぶちっ n 

何かが切れる音がした。 
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アルルがプチ切れた音ではない。 

「ぐ-」 

とててててて—つ。 

不意に、カーバンクルが駆け出し、薬ビンを手に取った。おでこのあたりに、血管が浮き出 
たよぅな"怒りマーク"。 

草が燃えたショックでブチ切れたのは、なんとカーバンクルだった。 

「ぐ</-」 

ぐびぐびぐび。 

そしてカーバンクルは、薬を一気に飲み干す。 

「え％. . | 

途端、苦い顔をして緑色の液体を吐き出す。どうやら，，緑汁"だつたらしい。 


アルルは呆然として、その一部始終を見つめるのみ。 

「ぐ^-」 

とててててて一つ。 

しばらくして、カーバンクルは再び走り出した。もちろん"怒りマーク"をつけたまま0 
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「か、 カーくん！ どこ行くの P:J 

「ぐぐ ■ — !」 

とててててて一つ。 

アルルの制止を無視して、力彳バンクルは走り続ける。 

そして、 

「ぐ - -」 

ぽい っ。 

「ぐぐ.一！」 

ぱくつ！ 

「ぐつぐぐ - -」 

ぐびぐびぐび。 

行く先々で見つけたアィテムを、片っ端から口に放り込み始めた。空腹がついに限界に達し 
てしまつたのだ。 

「力^— くんやめて！そんなことしちや ダメ！ 」 

「ぐ-」 

ぽいっ。 

「ぐぐ^— ! j 
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ぱくっ！ 

「ぐつぐぐ^- I 

ぐびぐびぐび。 

しかしカーバンクルは止まらない。 

「つかまえた っ！」 

がばっ！ 

不意に止まったスキに、アルルは飛びつくょぅにカーバンクルを捕まえた。 

「こらっ！カー くん！ そんなにいっぺんに食べたら、またお腹壊すでしょ!?それに、ど 
んな効果があるかもわかんないのに……！」 


"怒りマーク"は消えたが、カーバンクルは聞いているのかいないのか、小さな眼をさらに点 
にして虚空を見つめている。 

「カーくん、聞いてるの P :」 

「なんじやぁ、 わり や ぁ？」 

しかしアルルの問いに応えたのは、 カー バンクルではなかった。 

「げげげっ!?」 
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顔を上げたアルルは愕然。 

まわりをモンスターに取り囲まれていたのだ。しかも相手は、コドモドラゴンより強い炎を 
吐く、コドモサラマンダ！ 

その五匹以上はいるコドモサラマンダに、カーバンクルはビックリしていたのだ。一匹でも 
結構苦戦するといぅのに、五匹はかなりッラィ。ましてや、腹痛や毒や空腹などが重なった現 
在の状態では……。 

「おんどりや^ " 、ナメとんか^~ !」 

「わしやあ、燃えとんじやあ！」 

コドモサラマンダは口々にいぅが、 

「え……、いや、その……」 

アルルは口をパクパクさせるのみで、言葉が出てこない。 

やがて、コドモサラマンダは口をパックリと開き、 

r フアィヤ1じやいや In :」 

無慈悲にも一斉に炎を吐いた……。 






六"ファイヤーマ々>テン"特設ステージ 

—— 「戦 鬪も 、ただ 闕えばいいというわけではありません」 

「ありがとなの一」 

もももの声を背に、アルルはショップを後にした。昨日、コドモサラマンダの大群を前にあ 
えなく散った"ファイヤーマウンテン"再挑戦に備えて、アイテムをいろいろと購入したのだ。 

買ったのはカレーなどの食料のほか、魔導力回復の薬、"脱出用の巻物〃、そして忘れちや 
いけない"アイスストーム"の魔導書！ 

これはショップのもももによると、アイスより強力な冷気呪文で、しかもアルルの周囲すベ 
てに効果を発揮する。 

「昨日、これを持ってたらなぁ . 」 

とアルルはタメ息をつくが、過去を嘆いてもしようがない。昨日、ショップを見たときには 
なかったわけだし。誰かが、どこかで見つけて売ったのだろう。 

今朝それをショップで発見し、"ぶよぶよダンジョン"や"フ ァイ ヤーマウンテン"の浅い 
フロアでアルルはアイテムを拾いまくった。そしてそれらを識別してからショップで売り、お 
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金を稼いでようやく買ったのである。 

「よ^—し！ 今日こそクリアするぞ！」 

お金稼ぎに時間がかかって、もう陽が傾き始めているが、急ぎでやれば日没までにクリアで 
きる はず。 

r 行くよ、カーくん！もう昨日みたいなコトしちやダメだよ」 

「ぐ—」 

そしてアルルたちは、ひとまずインフオメーションに立ち寄つた。 

「今日は、何かあるかな？」 

と掲示板を見ると、何やら奇妙なメッセージが眼に止まる。 

"戦闘のコッ教えるよ。詳しいコトが知りたければ、ファイヤーマウンテン前においで。 

—ドラコケンタウロス" 

「なんだろう？行ってみようか、力^~くん」 

「ぐ，—」 

ふたりが" ファイ ヤーマウンテン"に行くと、確かに ドラ コケンタウロスが仁王立ちで入り 
口 i 刖にいた。 


88 


「おっ、来たね」 

「戦闘のコツを教えてくれるって？」 

「うん。こっちへおいで」 

ドラコケンタウロスは非常口から中に入り、地下通路を使って開けたフロアへアルルたちを 
案内した。 

「ここは？」 

フフアイヤーマウンテン"の特設ステージさ。……じゃあ、始めるよ」 

「お願いします す！」 

「ぐ，-」 

「戦闘っていうのは、アタシやルルーみたいな格闘家ならともかく、ただ敵に近づいて殴るだ 
けじゃダメなんだ。まぁ、それくらいはわかるよね？」 

「うん」 

「特にキミは魔導師だから、接近戦で闘うのは不利だ。やっぱり、自分の射程距離ギリギリを 
維持して闘うべきだね」 

「なるほど」 

「もちろん 中には遠距離攻撃が できる ヤツ もいるけど、ほとんどが キミの魔法より射程距離が 
短いはずだし。わかった？」 
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「ぅん、わかったよ」 

「それじゃ、講義はおしまい。これから実戦だ」 

「へ？もぅ終わりなの？」 

「いっぺんに積め込んだってダメ。機会があったら、またやるからさ。……っつーワケで」 

パチン！ 

ドラコケンタウロスが指を鳴らすと、十匹の緑ぷよが出現。 

「いまの#義を活かして、こいつらを倒してごらん。全滅させるまで外に出れないよ」 

といい残して、ドラコケンタウロスはステージを去つてしまつた。 

「よお〜し . ！」 

気合を入れて、アルルは構える。 

しかしドラコケンタウロスの講義通り、距離を取ることはせず、あえてぶよぶよに接近した。 
たちまちアルルは緑ぷよたちに取り囲まれる。 

充分に引き付けたところで……、 

「アイスストーム！」 

ゴゴゴォンッ！ 

呪文を唱えると、アルルの周りに冷気の嵐が発生。緑ぷよは一気に全滅した。 
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「おつ、やつたね ★」 

グッ！ 

アルルが特設ステ^ " ジから外に出ると、ドラコケンタウロスが親指を突き立てた。 
と、 もう 夕方になつている。 

「ありがとう、ドラコ」 

「明日、またここに来るのかい？」 

「うん。今度は敵として会うことになるね」 

「待つてるからね！まぁ、アタシの美しさにはかなわないけどね」 

「なに それ？」 

アルルとドラコケンタウロスは、ガッチリと握手をした……。 


つ 
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七〃ファィヤ—マウンテン"十階 

—— 「ボスを倒したその先に(3:……」 

ゴォオオォオッ！ 

炎をまとったドラコケンタウロスの蹴りが、アルルに襲い掛かる！ 
r 必殺ファィヤ ー キ-ック n :」 

r コールド"：」 

力^ -ン！ 

アルルの呪文で生み出された氷塊が、バリアとなって"必殺ファィヤーキック"を防ぐ。 

ドツカァンツ n : 

氷塊はキックにょって粉々に砕け散った。 

「なかなかやるねぇ」 

「ドラコだって、人に闘いのコツを教えてるだけはあるね」 

アルルとドラコケンタウロスは、肩で息をしながら笑みを交わす。しかし、その眼は互いの 
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スキを探していた。 

ドラコケンタウロスに戦闘のコツを教えてもらった翌日、アルルはインフオメーシヨンにも 
寄らずに"ファイヤーマウンテン"に再挑戦した。 

1昨日に比べてはるかに順調で、ただひたすら階段だけを目指して、あっといぅ間に最上階 
へ。そしてザコモンスターを速攻で倒し、ドラコケンタウロスと闘っているのだった。 

「今度は こっちから行く ょ！ アイス n :」 

シュバァァァァァッ！， 

氷の嵐が、一直線に ドラコケンタウロスへ 伸びて 行く。 

「がお - っ”：」 

ゴオオオオオオオオ3オオオぃノ！ 

ドラコケンタウロスは炎を吐き、氷の嵐をたちまちに蒸発させる。 

「ふふん、そんな冷気じゃアタシを倒せないょ」 

一くつそお . . j 

r 次は こっちだ！ ハァァァァァッ . ！」 

気合を込め、ドラコケンタウロスはアルルに突進した。 

その瞬間、 
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シュバ ッ！ 

「ええっ f ?:」 

突然、ドラコケンタウロスが二体になった。それをきっかけに、二体が四体、四体が八体と、 
どんどん数が増えていく。 

「え？ え？ え!?:」 

「くらえ！龍神乱舞 n :」 

ビックリするアルル目掛けて、大多数のドラコケンタウロスが、一斉にパンチやキックを繰 
り出した。 

ドドオンツ！ 

「きゃあつ"：」 

「ど一だ！アタシの必殺技は!?」 

再び一体のドラコケンタウロスに戻り、高笑いする。 

「くつそお！ アイスストーム n :」 

、グオオオオォツ！ 

痛みに堪えながらも、アルルは呪文を詠唱。 

「ぐぅつ！ I 
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ドラコケンタウロスもダメージを受け、再び膠着状態に突入。 

しかしダメージの度合いが、龍神乱舞をまともに食らったアルルのほうが大きいのは、"フ 
ァィ ヤーマウンテン"だけに火を見る より 明らか。 

「次でケリをつけるよ！明日またおいで！」 

「くつ . ！」 

一ぐ一ぐ一」 

歯嚙みするアルルを、カーバンクルが突然つっついた。 

「いま忙しいから、ちよつ と 待つ て！」 

アルルは、ドラコケンタウロスから眼を離さずにいう。 

「ぐ一ぐぐ，-」 

「なぁに力一くん、お腹空いたの？」 

「ぐ！.」 

「こんなときに、しようがないなぁ。 . ドラコ、ちよつと待つて」 

とドラコケンタウロスにいいながら、アルルはバッグをあさる。 

「ほら、力^ - ~くん」 

アルルはカレーを差し出した。慌てていたせいで、それが真っ赤な"激辛カレーラィス"だ 
ということに気づかないまま . 。 
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「ぐ，- j 

カーバンクルもそれに気づかず、「いただきま一す」とばかりに一気に飲みこんだ。 
その途端！ 


ちつちやな眼を白黒させて、力彳バンクルは飛び上がる。 

「か、カーくん！どうしちやつたの!?」 

しかしカーバンクルは飛び跳ねるだけ。それに合わせて額の宝石が点滅を繰り返し、それが 
どんどん早くなつて行く。 

「お、おい、 どうした？」 

さすがのドラコケンタウロスも心配になり、カーバンクルのほうに足を踏み出した。 

そこへ. . . 

「ぐ-つ n:」 

ゴオオオオ TT オオオオオオオオオオォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオツ M : 
カーバンクルの額の宝石から発した極太の光線が、ドラコケンタウロスに襲い掛かる！ 

ドツカア-ンツ n 

フつわああああああああああああああああああつ！」 
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そして、ドラコケンタウロスは"ばたんきゆ 〜 /7 o 
「だ、だから 一対一で ないとイヤなんだ …… J 
がくつ、とドラコケンタウロスは倒れる。 


いきなりの展開に、アルルは眼をパチクリするのみ。 

ゴロ ゴロ3口 . 0 

そんなアルルの前に何か丸いものが転がってきた。どうやら、ドラコケンタウロスが倒れた 
拍子に懐から飛び出したものらしい。 


ビックリがまだ止まらないまま、アルルはそれを見つめた。カーバンクルは、"激辛カレー 
ラィス"のショックで眼を回している。 

「 . J 

それは、真っ赤な宝珠だった……。 
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一 再び闇の一室にて 

——「儲かるの I 3:嬉しい こと r す^」 

"彼"はひたすらご満悦だった。 

「んん .. 、フフフフフフフフフ . I 

壁を見つめ、満面の笑みを浮かべる。 

ロウソクのユラユラする淡い灯りに照らされたその壁には、"わくぷよランド"開店以来の 
士冗上 グラフが貼られていた。 

赤い水平線の上の方で、折れ線グラフが カクカクとぅ ねっている。 まるであちこち 骨折をし 
たれなへビだ。 

しかし実際には哀れなものではなく、むしろその逆。なぜならばそのへビは、多少の上下は 
あるものの、黒字経営であることを確実に物語っているからだ。 

「そろそろ、 この 儲けを いくらか 客に還元するか……」 

"彼"はひとりごちた。 

もちろん、"わくぶよランド"に来たお客さんに現金を渡す といぅ ワケではない。新しいア 





101 ウォーターパラダイス，ルルーのイジメ対策講座" 


トラクシ ョンなどを設置して、楽しんで もらおうと いうのである。そしてまた多くの客を呼び、 
黒字がまた増える、と。 

「ふむ、オレの小遣いを増やす というテ もあるな」 

と自己中心的なセリフを吐いてみる。 

もっとも" わくぶよ ランド" は、事実上"彼" ひとりで 経営しているのだから、儲けをすべ 
て懐に入れても文句をいわれる筋合いはない。従業員の給与や設備の維持費まで使って私腹を 
肥やすのは問題 アリアリ だが、キ チンと" 彼"は支払っている。しかも充分過ぎるほどに。 

唯一、文句をいう権利があるとすれば、黒水晶。 

黒水晶は一銭も\彼"からもらっていない。"わくぷよランド"は黒水晶の協力によって成 
り 立っているにもかかわらず、だ。 

とはいうものの、いくら破格の賞与をもらったとしても、黒水晶にはそれを使う術がない。 
いくら高級料理を作らせても、美人秘書を雇っても、まったく意味がないのだ。それにもとも 
と黒水晶には金銭欲がなく、給与なしということで"彼"とはハナシがついている。 
「そういえば、新しいクルマが欲しいんだよな」 

"彼"はまたひとりごちた。 

新車を買って、アルルや力^ —バンクルちやんとドラィブとシャレこむのも悪くない。 

と妄想が膨らみかけた瞬間、 
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「ん p :」 

あることに気づき、"彼"は大きく眼を見開いた。 

「これはいかん！ヤバくなる a 刖になんとかしなければ……！」 

折れ線グラフは、確かにブラス収支の範囲をぅねっている。しかし、わずかではあるが日を 
重ねるごとにマィナス収支との境界を示す赤いラィンに近づいているのだ。 

つまり、売上が少しずつ落ちているのだった……。 
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ニ セリリ (J ちよつち自意識過剰^いじめられつ孑 

-「なにが彼-! T をそう？せたのか?」 

"ウォータ1パラダィス"の 美しさは、" わくぷよランド" 随一 だと 誰もが評価する。それは 
ここを訪れた客だけでなく、園内外で働く者たちも口をそろえていう。 

湖といっても過言ではないほど大きな池の外周を、神話の時代を思わせる建物が包み込んで 
いて、池の中心には麗しい人魚像を頂いた高い塔。 また 空中に も いくつかの池が浮かんでおり、 
そこから透明なヴエールを形成しつつ滝が地上に降り注いでいる。太陽光の加減によっては、 
滝の しぶきとあいまっ て虹を造り だし、 より美し さを 増すに違いない。 

「まるで、あたくしのためにあるようなアトラクションね」 

やや自惚れた セリフとともに、 ルル ー は"ウォ^ — 夕^ — パラダィス"の門をくぐつた。その後 
ろを歩く ミノ タウロスは、ルル^ —の セリフに 賛同しているのか呆れているのか、何も語らず。 
しかし無言もほんのつかの間。 

「ルル^ — 様、 うろこさかなびとがいますよ」 

ミノ タウロスは、太い腕を伸ばして前方を指差した。 


104 


見るとダンジョン入り口付近の水辺から、少女が顔を出している。上半身が人間、下半身が 
魚の、その名も"うろこさかなびと"だ。塔の上の人魚像に似ているが、顔つきなどはずっと 
ずっと幼い。 

「あのコにチケット見せればいいのかしら？」 

と ルルーが うろこ さかなび とに 近づいた途端、 

超音波に近い金切り声を、うろこさかなびとは上げた。 

—1わたしをいじめに来たのね!?:」 

「はい!?」 

ルルーは眼をパチクリ。一瞬だけ、 ミノ タウロスの姿を怖がったのかと思ったが、どうやら 
違うらしい。 うろこ さかなびとのセリフは、明らかにルルーに向けられている。 

「ちよ、ちよつと . I 

「ハ ■つ」 

自分は違うとルルーが手を差し出すと、 うろこ さかなびとはますます怯えて身を強張らせた。 

「いじめないで！いじめないでも: い•じ•め•な•い•でぇ- on 」 

「あたくしは違うってば。このアトラクションに …… j 
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「だから、わたしをいじめに来たんでしよ!?」 

「ちよっと！人の話くらい最後まで聞きなさい よ！」 

ついにルルーは癇瘊を起こす。 

「いやあ^/^ V つ！ | 

しかしそれは、 うろこ さかなびとをますます怯えさせるだけだった。 

「どうして、みんなわたしをいじめるの1?:」 

「あなたがそういう#一^だからよっ！」 

人の話を聞かない自意識過剰なうろこさかなびとに、ルルーはブチ切れ寸前。……ほとんど 
キレているが。 

「そんなにお望みなら、あたくしが精一杯いじめてさしあげるわよ！」 

ボキボキボキッ！ 

気の弱い相手なら一撃で卒倒しそうな威圧感をたっぷりまとって、ルルーは指を鳴らした。 
そこへ、 

「お 一い！ セリリち ゃ-ん n :」 

突然、ルルーの背後から声が飛び込んだ。 

「仕事の時間だぞ —— っ！」 
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手足をつけた大きな魚-^けとうだらが、こちらに走りながらいう。 

「はやく支度を しろ！」 

「今からですかあ？」 

たず 

さつきまでの怯えはどこへやらといつたふうで、うろこさかなびとは訊ねた。どうやらこの 
うろこさかなびと、 セリリと いう名；|刖らしい。 

「そうだぜつ！ダッ、ダンシン n :」 

ルルーたちの存在に気づいているのかいないのか、すけとうだらはテンポの速いダンスを踊 
つているかのように、忙しく手足をバタつかせながら応える。 

「わかりましたあ」 

「ダッ、ダッ、ダンシン n 」 

セリリが 水の中に消える と 同時に、 すけとう だら も 建物に入つていつてしまつた。 

「な、なんなの!?:」 

ふたりが消えてしばらくの後、ルルーはようやく口を開く。 

「人の話を聞かないわ、人のこと無視するわ……。腹立たしいつたら あり ゃしない わ！」 
「まあまあ、ルル^ —様」 

「見たところ、あのふたりはここのボスみたいね」 

「そのようですね」 






ウォーター パラダイス ，ルルーの イジメ対策講座 # 


「つてことは、 A 口 法的にあのふたりをブン殴れるつてことね!?:よおし、みてらつしやい n :」 
怒りを隠そぅともせず、ルル^ —は静かに水の流れる"ウォ^ — 夕^ — パラダィス"に脚を踏み入 
れた……。 



三ヮナ注意報 

——「どん^に恐ろしいワナも、解除してしまえば寐力 r すよ」 

「へえ〜、いいカンジねえ」 

思わずルル^も感嘆してしまうほど、"ウォ^ —夕^ — パラダイス"は外側だけでなく内部もシ 
ャレた#! りに なっていた。 

壁は青を基調としたモザイク的色彩で、デザインは外観と同じように 神話 時代を思わせる。 
床はすべて石造りだが、そうとわかるのはところどころ石が見え隠れしているからで、あとは 
一面、 緑のじゅうたん。 

緑色の正体は苔などの蘚苔類•地衣類植物で、地面に這いつくばって観察すると、気持ちい 
いとはあんまりいえない。だがしっかり立って見渡せば、苔の緑と石畳の灰色に近い白、そし 
て壁の青モザイクがものの見事にマッチしているのだ。 

フロアのところどころには池や堀があり、耳を澄ませばサラサラとして水の音が聴覚を優し 
くくす ぐる。 

それらの水分のせいか、フロア全体がしっとりと潤っていて、 
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「お肌にもいいカンジかもね」 

なんて年頃のルルーは考えてしまう。また苔たちもたっぷり水を含んでいるが、滑りやすい 
ということは ない。 

まさにここは、"水の桃源郷"であつた。 

「こんな ィメ ージで、お屋敷造るのもいいわね」 

ルルーは誰にともなくいう。 

「一^^ して，サ ノ 311 ••••••€ き や つ 」 

「 . 」 

魔界の貴公子サタンとの甘い生活を夢見る乙女、ルルーがこうして妄想モードに入るのは珍 
しいことではない。そんなとき ミノ タウロスは、呆れと嫉妬がないまぜになった複雑な表情で 
彼女が現実に戻るのをじっと待つ。 

ルルーの妄想の中でも同じように、彼はルルーの執事であるじいとともに、無言で後ろに控 
えているに違いない…… という か、 ミノ タウ ロスと してはそうであつて欲しい。 

しかし今日は、いつもとは状況が違う。 

「ルルー様 n : 危ない！」 

妄想モードで歩くルルーの肩をつかんで、 ミノタウロスは 慌てて引き止めた。 
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足元に、 r オレはトラップじ ゃい！」 といわんばかりの スイ ッチがある。ルルーは 危うく そ 
れを踏むところだった。 

「ルル ー様、 せめてダンジョンの中では気をしっかり持っていないと、命にかかわりますぞ」 

「じいみたい なコトいわないで！」 

夢の中で、ルルーはあともう少しでサタン様と口づけを交わすところだった。その直前に現 
実へ引き戻され、いつものコトではあるが、ルルーは あまり 機嫌がよろしくない。 

「まあいいわ。確かに、ぼおっとして歩くのはアブナイわね」 

いいながら、ルルーは足元に眼を落とす。 よく 見ると、スイッチの回りには小さな穴が いく 
つか開いている。 

「どうやら"激水のワナ"みたいね」 

「ぶ も」 

今朝 インフォメーションに立ち寄ったルルーは、そこにいた金魚商人"ふふふ"に、ワナの 
ことを教えてもらつた。 

それによると、この"激水のワナ"は、スイッチを踏むとまわりの穴からその名の 通り 水が 
勢いよ く 噴き出す仕組みになっている。その激流だけでもけ っこう 痛いが、それだけで済むほ 
どこのワナは生易しくない。 

なんと、水溶性 インクで書かれた巻物の文字をキレイさっぱり洗い流してくれるのだ。当然 
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のごとく巻物は役立たずの紙キレと化す。 

バッグや巻物に防水加工する術がない以上、，，激水のワナ"に引っかからなかったのは、勿 
怪の幸いだ。 

「ルルー様、アレを試してみて は？」 

「そうね」 

ミノタウ ロスの セリフに うなずき、ルルーはその場にかがみこむ。 

ショップのもももが授けてくれた"ヮナ能力"で解除しようというのだ。この能力の恩恵が 
あったからこそ、 ミノ タウロスのワナに対する警戒心も高まり、いち早く"激水のワナ"に気 
づいたといえる。 

能力が高ければワナを作動直前で回避することも可能だともももは教えてくれたが、もちろ 
ん識別能力と同じく慣れないと失敗も多い。おまけに解除に失敗すると、ワナが作動してしま 
う可能性もあるのだ。 

しかし逆に、あえて挑戦しなければ能力の向上につながらない。 

「ふう . 」 

大きな タメ 息とともに、やがてルルーは立ちあがった。 

「これで解除できたはずよ」 

かなり 神経を使ったため、額に汗が じっとりと 浮かんでいる。 
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それもそのはずで、もし失敗してワナが発動してしまったら、せっかく買った"脱出口の卷 
物"がパーになってしまう。そうなったら同じ物を運良く発見するまで、ダンジョンから出ら 
れなくなつてしまうのだ。もし見つからなければ、クリアしてしまうか、"ばたんき ゅ〜" に 
なるしかない。 

r ミノタウロス、ちょっと踏んでみて」 

「ええっ!?お、オレがですかぁ??:」 

「あたくしの < ixTI が聞けないの!?」 

「ぶも . 」 

主人に八 X - P されるがまま、 ミノ タウロスは恐る恐る太い脚を スィッチに 伸ばす。 

カチッ . . 
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四〃々ォーターパラダィス"•ィ 、V ダ/\シング すけと、っ rf ら 

——「寒かったり水に濡れるのがィヤ7方はご 遠慮く だ？い」 

ルルーー行は、"ゥォータ1パラダィス"五階に到着。 

つまり、さっきの"激水のヮナ"は無事に解除できたことになる。その後、"ネズミ取りの 
ワナ"だの"アラームのワナ"だのに引っ掛かりまくったが、それほど致命的なことにはなら 
なかった。むしろ、ヮナにかかるごとに解除にも挑戦してきたので、技術レベルは格段に上が 

つている。 

そして五階。 

大きな広間で、すけとうだらが忙しく手足を動かしていた。どうやら踊っているらしい。 
「あなた！」 

気持ちょく踊っているのをあえて邪魔してやろうと、ルル彳は声を張り上げた。 

「さっきはょくもあたくしを無視してくれたわね n:J 
「お前 こそ！」 

すけとうだらもダンスを中断し、ジロリとルルーをにらむ。 
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I さつきはよくもセリリちやんをいじめてくれたな n :」 

「あたくしはいじめてない わよ！」 

「いじめっ子は誰だってそういうんだ よ！」 

「断じてあたくしはいじめてない わ！ あのコが 勝手に 『い •じ•め•な •い•でえ^ - っ ★』 

つていいだした のよ！」 

クネクネと身をよじらせながら、ルルーはいう。 

「うまい！ いまのセリリち やん にそつくり n 」 

「あらそう？ ありがと一 

「それは ともかく！ セリリちやんをいじめた お前を、オ レは 絶対に許さね え M :」 

「だぁ一から！あたくしはいじめてないっていってるでしよ PC 

バッシィ-ンッ”： 

音を立てて、ルルーとすけ とうだらの視線が 交差した。 

かたや自分の名誉、かたや同僚を守るため…… 。 

それぞれの大義をかけての壮絶なにらみあいである。 

……といえば聞こえはいいが、単なるワガママお嬢様とわからずや魚の意地の張り合いでし 
かない。もはや、サービスを売る従業員と、サービスを買いに来た客の；！；を越えている。 






115 ウォーターパラダイス ''ルルーのイジメ対策講座 z 


にらみあいはしばらく続いた。 

「ぶも . J 

ミノタウロスと してはもはや、この状況を黙って見守るしかない。どちらかが先に手を出し 
て戦闘が始まったら、ルルーの助勢をするだけだ。……ここでへ夕に口を挟んで、ルルーとす 
けと うだらの両方から吊るし上げを食らうの もイヤ だし。 

「考えてみりゃあ . 」 

先に口を開いたのはすけとうだらのほう。 

r オレはダンジョンのボスとして、力ずくでもお前を先に行かせるわけにゃあいかん」 

「こっちだって、"すっごい魔法のアイテム"を手に入れなきゃならない理由があるのよ」 
「だったら闘うしかねえって こと だ。ほかの客よりちよっち痛い思いをするかもしれんが、殺 
しはしねえから安心しな」 

「それはこっちの セリフよ！」 

ルルーはフ.ァイテイングポーズを取った。それに合わせてミノタウロスも斧を構える。 

「行くぞ！オレの踊りをくらえっ n :」 

ダダダンッ！ 
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掛け声とともにすけとぅだらは、何を思ったのか突然踊り始めた。 
ダンダダンッ！ 

熱く激しいステップを踏みつつ、両の拳を上下させる。 

ダダダンダンッ！ 

今度は身をよじらせ、ツイストダンス。 

ダダダン！ 

「ヘイ！」 

やがて右手の V サインを頭上高くかかげ、ダンスはフィニッシュ！ 
「ど一だ！オレの踊りは!?」 


勝ち誇つたょうなすけとうだらの問いに、ルルーもミノタウロスも眼を点にして見つめるし 
かなかった。 

向こうが何をするつもりだつたのかはわからないが、ルル ー たちのほうはダ メージ もなにも 
食らつていないのである。強いて挙げれば"面食らつた"ぐらい。 
r ナニィ!?ォレの踊りが効かないだとぉ!? :」 




117 
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すけとうだらは愕然としていつた。 

どうやら、ルルーたちを啞然とさせるのがダンスの目的ではなかったらしい。 

「うぬぬ . .よくもオレの踊りをバカにしたなっ!?」 

「ちよ、ちよっと待ちなさいよ！なんでそうなるのよ!?」 

ィチャモンをつけられて我に返ったルルーが反論する。しかしもう遅い。 

「これならど一だ n:J 
パチン！ 

という指の合図で、すけとうだらによく似た、魚に人の手足をつけた"てっぽうケお"が多 
数出現。 

r ミノタウロス！」 

「ぶも-っ H :」 

敵がてっぽううおだと認めると同時に、ルルーは忠臣を前面に出した。 

てっぽううおは、体内で圧縮した水を その 名の通り ピストルのように 発射 するとい う能力を 
持っている。これが意外に射程距離が長い。 

それに対抗できるのは、 ミノ タウロスの一撃しかない。振り下ろした斧がとてつもな w « l *? 
波を生み出し、かなり遠くの敵にもダメージを与えられるのだ。 
r オレのガンさばきを見たいのか？」 
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ビシユッ n : 

というが早いか、てっぽううおの一匹がウォータ1を発射。 

「ぶもっ . 」 

ゴィンッ！ 

斧で ミノタウロスは 水鉄砲を受ける。衝撃音から、水はかなり圧縮されているのがわかる 
ルル彳たちは下の フロアで 何度もそれを食らい、それが結構痛いのは判明済み だ。 

「一撃っ”：」 

ブォン ッ！ 

返す刀 -- この場合は斧だが. 

い振り下ろす。 

「うぎやあ 




で、ミノタウロスはいま撃ったヤツ目掛けて斧を力いつ 




っ"：」 

魚だけに刃の攻撃には弱いらしく、斧の衝撃波でてっぽぅぅおはアッサリ"ばたんきゅ〜 
しかし、まだ五、六匹は残っている。全員の ウォーター を同時に食らったら、さすがのミ 
タウ ロスも受けきれない。 

「ルルー 様！ さすがにこれでは多勢に無勢っス！」 

「おサカナさん！あなたたちの相手はこっちょ！」 


ぱ 
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ミノタウロスの呼びかけに反応し、ルルーは即座にてっぽううおの注意を自分に向けさせる。 
そして、 

「才- ゞ ホッホッホ . .」 

いつものお嬢サマ的高笑い。 

「あたくしが直々にお相手をしてさしあげるわ！もつとも、あなたたちじや相手にならない 
だろうけどね」 

「むむむっ……!?:」 

ルルーに挑発されたてっぽううおたちの顔が、みるみる赤くなっていく。 

「やったるで-つ nj 

ジリジリとミノタウロスに肉迫していたてっぽううおたちが、ルルーのほうに転進。 

「才-ホホホホホホホホ . .こつちへいらつしやい ！ J 

高笑いをしつつ、ルルーは広間から通路へ駆け出した。もちろん、相手の射程距離にギリギ 
リ入らない位置をキ^ — プしながら。 
r オレたちのガンさばきを見せてやる —っ！」 

やや鈍い動作ながら、てっぽううおたちも次々と通路になだれ込んで行く。ルルーに挑発さ 
れたおかげで、次に何が起こるのか予測する余裕を無くしたまま……。 
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てっぽううおたちはやがて、長い通路に一直線に並んだ。 
r ミノ タウ ロス！ 今よ n:J 

「ぶも-っ”：」 

ブオオオオオンッ！ 

ズ ラリと 並んだてっぽううおたち目掛けて、ミノタウロスは背後から斧の一撃！ 
「オレたちのガンさばきがぁっ n:J 

斧の刃風が衝撃波を生んで、てっぽううおたちをまとめて打ち倒した。もちろん、 
ルルーに届くころには、そよ風ほどに威力が落ちている。 

そこまで見越したうえでの、主従の見事な連携プレーだ。 

「ルルー様、大丈夫っスか!?:」 

「あたくしは平気よ」 

しかし、大丈夫ではなかった！ 

I ^°よ •つ！」 

ゴィンッ！ 

「ィタ ッ!? :」 


が 
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安心する間もなく、ルル ー は何者かに背後から攻撃を食らった。 

「誰っ口」 

振り返ると、亀の甲羅をかぶったオレンジ色のぷよぷよがいる。すけとうだらが呼び出し 
のは、てっぽううおだけではなかったのだ。 

「やったわね!?」 

いうが早いか、ルルーは正拳突きで反撃。 

その瞬間、亀のぷよは甲羅に身を引っ込める。 

ゴオン ッ！ 

ルルーはその甲羅を思いっきり叩いてしまった。 

「ィタ-ッ n : なんなの、コィツ!?」 

「そいつは、新種の"かめぷよ"というそうつス」 

ミノタウロスが、ルルーのほうに駆け寄っていう。 

「危なくな ると 甲羅に隠れて しまうそうつス 。もも もがいつてました」 

「そんなのどうやって倒すのよ!?」 

「雷に? I いとも聞きましたが」 

「あたくし、そんなワザ持ってない わ！」 

「そ一いえば、これがあるっス」 


た 
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いいながらミノタウロスは、ポケットから指輪を取り出した。そら豆ほどの黄色い宝石が 
指輪にはめ込まれている。 

「この"雷の指輪"をハメれば、雷の攻撃ができるっス」 

「え^ ✓つ!?それ指につけるの お？」 
r タメつスか？」 

「だって、デザィンがダサいんだもの。あたくしの指には宝石が大きすぎるし」 

「でも、これがないとかめぶよ倒せないっス。オレの攻撃も効きそうにないし」 

「しょうがないわねぇ……」 

ブツクサいいながら、ルルーは指輪をハメた。すると、指輪から発したスバークが、右手に 
まとわりつく。 けどゼンゼン自分はしびれない。 

「じやまよ つ！」 

とルルーは、まだ甲羅に隠れているかめぷよにパンチ。同時に、スパークがかめぷよに襲い 
掛かる。 

バリバリバ リッ！ 

「うよよよよお . 」 

ミノ タウロスの言葉通り、かめぶよは"ばたんきゅ 〜 7/ o 
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「へぇ〜、いいじゃない。どうして先に教えてくれなかったの？」 

「いや、でも . 、しかし . J 

雷の指輪を見つけたときに、デザィンが悪いといって取り合わなかったのはルルーの ほうで 
ある。しかしそんなこと、口が裂けてもいえない。 

「まあいいわ。さつさとザコを片付けるわよ。そして、あのサカナ男に眼に I 見せてやる わ」 
「ぶ も！」 

やがてザコはあっさりと全滅。 

ルルーたちは再びす けとうだらと 対峙した。 

「なかなかやるじゃねぇか」 

と、すけとうだら。 

「しかしこいつは受けられるか!?: くらえ！ビッグウ エィブ：：：：」 

ドドドオンツ"： 

フロア内の池や堀から水が大きく盛り上がり、津波となってルルーたちに襲い掛かる。 

「きやああああつ！一 
「ぶもぉぉぉぉ っ！」 

津波に巻き込まれ、ふたりはダメージを受けたうえにビショ!！れになってし まった。 
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「やったわね !?:」 

しかしルルーは負けずに i 刖進し、スバークをまとった拳でパンチ！ 
r ハァッ！」 

- ふも—て . 」 

ミノタウロスもすけとうだら目掛けて斧を振り下ろす。 

「くそっ！ これは ヤバィ ぜ . ！」 

さしものすけとうだらも、したたか大打撃を食らった。 

「こうなったら . .ダッダッダンシング"：」 

すけとうだらは再び踊り出した。しかし、今度は何も起こらないワケではない。 

「ダグダダダンシングッ n :」 

踊りがノってくるにつれ、奇妙な現象が起こり始めた。なんと、すけとうだらのキズが治っ 
ていくのだ。 

「な……1?:」 

また何も起こらないだろうと高をくくっていたルルーは愕然。 

「ふっふっふ……、これで逆転だぜ…… ！」 
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ひとしきり 踊ったのち、 すけとうだらは 勝ち誇つたような笑みをルル ー に 向けた。しかし気 
合を入れて踊りすぎたためか、息が切れかかっている。 

「ならこっちは、息を整えるヒマなんかあげないわ！ミノ、猛牛乱舞よ n :」 

「ぶ も-っ”：」 

ルルーの八 X TJ 一閃、ミノタウロスは斧を構えて大回転。 

グオオオオオオ3オオオツ n : 

回転はやがて竜巻となり、すけとうだらを巻き込む。 

「うおおお おおつ！」 

すけとうだらは天井高く持ち上げられ、そして落ちてくる。 

ルルーはすけとうだらが落ちてくる間入口いをはかり、 

「鉄拳連撃 n 」 

ズドドドドドドォンッ！ 

パンチ、キック、そして気の弾を連続して叩きこむ！ 

「うご あつ！」 

奇妙な声をあげながらすけとうだらは、やがて床に落ちた。 

「な、なかなかいい舞いを見せてもらったぜ……」 
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すけとうだらは"ばたんきゆ 〜 y/ o 
「ざま 見なさい！ あたくしをナメるとこうなる のよ！」 

「ルル^—様、このまま先に行きますか？」 

とミノタウロス。 

「いや、やめとくわ。あの人魚娘に一発かますのは明日にしましょう。疲れたし、お腹も減っ 
たし」 

「ぶ も」 

「なにしろ草は、あなたが全部食べちやったしね」 

「ぶ も . 」 

「それに、ショップに"雷神掌"の奥義書を売っているのを思い出したわ」 

気の力で電撃を発生させる格闘術の必殺技である。 

「猪突猛進 だけじやクリアはできそうにないし、それに……」 

「それに？」 

「この指輪、やっぱり気に入らないわ」 

いいながら、ルル ーは 指輪をはずした……。 
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五セリリがいじめられっ孑に^った理由 

——「そういうコが、キレたときに怖いん r すよねえ」 

翌日、ルルーたちは一気に"ウォーターパラダィス"の十階へ。 

もちろん、今朝ソッコーで奥義書を購入し、バッチリ"雷神掌"を修得してある。 

そのため十階への道のりはラクチンそのもの。青ぷよ、かめぷよ、てっぽううおなど、雷に 
弱いモンスターばかりなのだ。水は電気をよく通す、というわけである。 
r ミノタウロス、昨日あなたは……」 

道中、心臓をえぐり刺すような口調でルルーがいった。 

「かめぷよは雷に弱い、っていったわね？」 

「は、はあ……」 

「つてコトは、このダンジョンのモンスターのこともあらかじめ知つてたと、あたくしは解釈 
してよろしいのかしら？」 

「ぶも . 」 

怯えたように首をすくめながら、ミノタウロスはなんとかうなずく。奇妙に丁寧な口調でし 






129 ウォーターパラダイス '"ルルーのイジメ対策講座， 


やべるときは、ルルーが怒っているときなのだ。……大概の場合、彼女は立腹しているが。 

「あたくしも知らない情報を、あなたはどうやって手に入れたの？」 

「ショップでルルー様が品物を選んでいるときに、もももに聞いたり、ルルー様がシャワ^—を 
浴びてるときに、パンフレットを読んだりして……」 

「なるほど . 」 

という言葉を耳にして、ミノタウロスはますます身を強張らせる。たいていの場合、次のセ 
リフは「なんで早く教えないの t ?: J だからだ。しかしそこで、ミノタウロスが真実を告げよう 
ものなら、へ夕に虫の居所が悪いと、ひどい逆ギレを起こすに違いない。 

なにしろミノタウロスは、ずっと前に情報をルルーに教えているのだから。そりやもうバッ 
チリと、つてくらい。 

とはいうものの、今にして考えると、その場所が悪かったのかもしれない。 

ミノタウロスがモンスターの弱点について教えたのは、ショップの中だった。そこのショー 
ケースに"雷の指輪"を見つけたとき、 

7ウォーターパラダィス"に出るモンスターは、ほとんどが雷に弱いそうですよ。ルルー様、 
この指輪を買っておくのはどうっスか？」 

そう進言したのである。しかしルルーの返答は、 

「デザィンがあまり気に入らないわ」 
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だった。ルル ー の中で、指輪に対する否定とともにモンスタ ー に対する情報もキレィさっぱ 
り消えてしまったに違いない。 

それを、事実だからといってそのまま伝えよぅものなら、ルルー様のお怒りは大爆発だ。彼 
女の場合はいささか極端なほど理不尽なワガママさんではあるが、ヒトというものは大なり小 
なりそうしたものではある。 

だが今回は、そんなミノタウロスの予想とは大きく違った。 

「まあいいわ。必要なときにはちやんと教えなさいね」 


意外なセリフにミノタウロスがきよとんとしていると、ルルーは威圧的にキッとにらむ。 

「返事はどうしたの P :」 

「わ、わかりました……！」 

いままでになかったことではないが、今日は虫の居所がよかったのだろう。ミノタウロスは 
ホッとして、背を向けて歩き出すルル^ —の後を追った。 

しばらくして、機嫌のいい理由がいくつか頭をよぎっていく。 

ひとつは、いま現在は大きな危機に直面していないということ。それどころかむしろ、調子 
が良すぎるくらいだ。 
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そしてもうひとつは、このダンジョンのボスに近づいているということ。昨日見かけたふた 
りのうち、すけとうだらは中ボスだった。つまりそれは、うろこさかなびとのセリリがボスと 
いうことを意味している。 

もうすぐクリアする、自意識過剰な人魚娘に一発かませるという二重の想いが、ルルーの機 
嫌を良くしているのだろう。 

そんな考えをミノタウロスが巡らしているうちに、ふたりは十階に到着。 

「また私をいじめに来たのね P :」 

案の定、セリリはそこにいた。見ると魚の尻尾を器用に使って、床の上に立っている。どう 
やらうろこさかなびとは、陸の上でも活動できる術を持っているようだ。 

「そんなに私をいじめたいの!?」 

「ええそう よ！」 

ィヤィヤをするように身をよじらせるセリリに、ルルーは指をボキボキと鳴らして応えた。 
「あなたのその自意識と被害妄想の過剰さを見てると、よけいにいじめたくなるのよっ nj 
いいながらルルーは拳に気を集める。すると、雷の指輪をつけてもいないのに拳がスバーク 
し始めた。必殺技〃雷神掌"だ。 

「ハァッ n : I 


132 


「いや-つ"：」 

ルルーが拳を構えて気合の声を発しただけで、セリリはその場にうずくまつて、ガタガタと 
震え始めてしまつた。 

「いじめないでえ n:J 


そんなセリリを目の当たりにして、ルルーは戦意が急速にしぼんで行くのを感じた。仔羊の 
ように怯えて震えるその姿が、なんとなく哀れに思えてきたのだ。 

恐らくはセリリも、始めからいじめられっ子で、そして白意識過剰で被害妄想が強かったわ 
けではあるまい。本人にもそうなる要素はあったのかもしれないが、大部分は、彼女をそうさ 
せてしまった周りの環境に責任がある。 

ルルーが怒りをそのままセリリにぶつけるのも、そうした悪い環境のひとつといえなくもな 
い。それに気づいて、ルルーは拳を引っ込めた。 

そして、 

瓤 

「セリリ . 」 

と代わりに手を差し伸べる。可能ならば彼女に「全員がいじめっ子というわけじゃないん 
だ」とわからせてあげたいと思いながら……。普段は意地っ張りでワガママなお嬢様だが、そ 
の内面には純情で優しい乙女心がちゃんと息づいている。 
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しかし、 ルル ーの白魚の ような 指先が セリリのしっとりとした 肩に触れた 瞬間！ 

「いや-つ!!:」 

セリリは、ルルーの想いが伝わるどころか、逆に何かが爆発したような叫びを上げた。 

r や** て-つ!!:_| 

どんっ！ 

そしてルル ーを 力任せに突き飛ばす。ルル ー は思わず、 しりもちをついて しまった。 

「ちよ、ちよつと！ 何を . .」 

とルルーの文句が終わるより早く、 

「いや- っ！」 

びしっ！ばしっ！ 

「私を！」 

ばしっ！びしっ！ 

「いじめないでぇ-っ n 」 

ばんばんばんばんっ n : 

右の往復ビンタ、左の往復ビンタ、そしてハエタタキの ような 尻尾の連打を セリリは ルルー 

に影う0 
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ぁまりに 突然の奇襲に、ルルーは反撃する こと もできない。 ミノ タゥロスも、いつたい何が 
起きているのかを判断する前に、思考が停止してしまつている。 

「いや ぁ-つ！」 

ばんばんばんばんばんばんばんばんばんばんばんばんつ n 
セリリの尻尾攻撃は、なおも続く。 

容赦のかけらもないその攻擊にどぅすることもできないまま、ルルーの意識は急速に薄れて 

いつた……。 
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A ルルーのィジメ対藥講座 

—— -身^:で常ぶことも、時に(3:人切です」 

ズンズンズンズンズンズンズン……！ 

クウォータ—パラダィス"の穏やかに流れる静寂の中を、突き上げるような地響きが切り裂い 
ていく。 

ズンズンズンズンズンズンズン . . 

「 . 」 

鬼神のような憤怒の表情で、ルルーがフロアを進む。 

ズンズンズンズンズンズンズン……！ 

という怪獣が闊歩するような地響きは、そんなルルーが床を踏みしめるたびに発生している 
のだった。 

「 . 」 

ズンズンズンズンズンズンズン……！ 
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もちろんルル^—の心中も、並日段の"ウォ^ —夕^ — パラダィス"のょぅに穏やかではない。それ 

お.^らし ごぅか 

どころかむしろ大嵐……というか地獄の業火。 


ズンズンズンズンズンズンズン……！ 

「の わあああつ n :」 

そんなルルーの表情を垣間見た、亡霊モンスタ1の"スピリット"が、奇妙な叫び声を上げ 
て逃げ出す。つまり、本来なら恐怖を与える立場の魔物も尻尾を巻くほど、彼女の怒りは凄ま 
じかつた。 

当然のごとく、他のモンスタ1たちも恐がってルルーに近づかない。 


ズンズンズンズンズンズンズン . . 

そんなザコの様子など眼に入らないほどの怒り心頭状態で、ルルーはミノタウロスを従えて 
先に進む。 

ルルーの怒りはもちろん、昨日の一件に端を発している。 

十階にて"ぅろこさかなびと"のセリリと対峙したルルーは、さっそく攻撃 .. しよぅと 

したが、あまりに怯えるセリリを見て、ルルーの——^日段は隠している——^しい心根が動き、 
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セリリに 同情した。 

しかし セリリはあろう ことか、その同情に対して二発の往復ビンタと、無数の尻尾ビンタで 
報いたのである。そしてあえなくルル ーは" ばたんきゆ 〜 /7 o 

その後、ホテルに戻ったルルーがどれほどの剣幕だったかはミノタウロスの憔悴しきった顔 
を見れば明らかだ。彼は必死で主人をなだめ、一睡もできなかったのである。 


ズンズンズンズンズンズンズン……! 

もちろんルルーも充分に眠っていないわけだが、怒りに燃える今の状態に、そのようなもの 
がペナルテイになることはない。 


ズンズンズンズンズンズンズン……！ 

やがてルルーたちは、十階の昨日と同じ場所に立った。 

「また私をいじめに来たのね!?:」 

と、いつもと同じセリフをセリリが吐く。 
「そんなに私をいじめたいの!?:」 

「違ぅゎ」 

怒り心頭に達しているヮリには冷静な口調で、ルルーがいぅ。 
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「少なくとも昨日においては、あたくしがあなたをいじめたんじやなくて、あなたがあたくし 
をいじめたのよ」 

「え . ？」 

「おかげで、あたくしは"ばたんきゆ〜"して、また出直さなきやならなくなつたわ」 


「それがあなたの仕事だというのも、わかってはいるんだけどね」 


「でもちょうどいい機会だから、いじめられた ときは どうすればいいのか、あたくしがご教授 

してさしあげるわ . n:J 

ボキボキボキッ！ 

ルルーは威圧感とともに指を鳴らした。それを見て、またいじめられると思ったセリリは、 

「いや-っ！私をいじめないでぇ！」 

と叫んだ。 

それを合図にして、ルルーたちの周りにザコモンスターたちが出現。てっぽううおを中心に、 
上半身が女性、下半身がへビの"メデューサ"が数匹いる。 

本格的なボス戦のスタートだ。 
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「ハアアアアアツ！ I 

ルルーは気合を$し、 

「風神脚 M :」 

掛け声とともに、てっぽううお目掛けて蹴りを繰り出した。 

シ ユオオオオオオオオオオツ!!: 

「うおっ！」 

キックが生み出したカマィタチが、分裂しててっぽううおたちを殲滅する。 

その一方で、 

「ぶ も-っ”：」 

ミノタウロスが必殺の猛牛乱舞で メ デューサたちを"ばたんきゅ 〜 /y o 
あっという間にザコは消ぇ去った。 

そしてルルーは、残った セリリに 迫る。 

「いじめないで ぇ！」 

「そうやって叫ぶだけじや、なんにもならないわょ。いじめっ子に対して逃げちや ダメ！ 
れじや相手の思う壺ょ」 


そ 
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「時には勇気を持って闘うことも必要なのよ。 . こうやってね！」 

とルルーは、鉄拳連撃を繰り出す。 

「きやああああつ！」 

パンチとキックの嵐をまともに食らい、セリリはその場にくずおれた。 

「立ちなさい！」 

ルルーは1っ獻。 

「あなたにはいじめっ子に対抗できる力があるのよ！もっと自信を持ちなさい！」 

そして、ルルー は 身をかがめて セリリと 目線を合わせた。 

「奇襲だったとはいえ、あなたはあたくしを一度は"ばたんきゅ〜"させたのよ。あなたはま 
ったくの無力じゃない。それを見せることができれば、もう誰もあなたをいじめやしないわ。 
わかった……？」 


こつくり。 

セリリは うなだれるようにうなずいた。いまだに沈んだ表情ではあるが、心なしか何かがふ 
っきれたようにも見える。 

「わかってくれて、あたくしも嬉しいわ。……でも、昨日の恨みは別だからね！」 
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といぅが早いかルル ー は立ちあがり、 

「風神脚—……そして雷神掌 n :」 

必殺技をダブルで繰り出し、 セリリを" ばたんき ゅ〜" させた。 

「あ 一、 スッキリした」 

晴れ晴れ とした 表情のルルーのもとに、ミノタウロスが何かを抱えて顔を出す。 
「ルルー様、宝箱を見つけ ましたよ」 

その宝箱を開けると、中にはキレィな青に輝く宝珠が入っていた……。 






スター ライ トステージ 

”殺人音波に氕をつけろ/” 
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一 またまた闇の一室にて 

——「そういえば、何かを忘れているよう ；： H 外が ……」 

『ふ〜む . 、どうしたものかなぁ . 』 

"わくぶよランド"の売上グラフを横目に、パ彼"は薄暗い一室を行ったり来たりしていた。 
石造りの壁に貼りつけられ、ロウソクの淡い光を受けている売上グラフは、ジグザグに上下 
を繰り返しながら、全体的に右下が りに なっている。 

つまり、売上が落ちてきているのだ。 

グラフは赤線のはるか上方でうねっており、黒字経営であることを示しているのだが、もち 
ろんこのまま手をこまねいているだけでは、やがて赤字になるのは火を見る より 明らかである。 
『まったく、客というのは飽きっぽいものだな……。本のとおりだ』 

そういいながらふと脚を止め、パ彼"は小脇に挟んでいた書物をパラパラと流す。 

本のタィトルは、『実践的テーマパーク経営戦略』。 

"わくぷよランド"開園に先立って、街の書店で買い求めたものだ。その他に『サービス業の 
ススメ』『実録！ぷよまん本舗』などなど、ビジネス•経営関係の書物がいくつか、机の上 
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に積まれている。 

『やはり、アトラクションを増やすしかないか……』 

確かに新しいアトラクションを設置すれば、入客の増加が期待できる。今までの設備に飽き 
た者 も 来るだろうし、アトラクション新設を機会に新しい客 も 入るだろうからだ。 

だがそのためには山積みの問題をクリアしなければならない。 

第一に、内容0 

どんなアトラクションを新設するのか？ということ。この" わくわく ぶよぶよランド"に 
は、メインの"ぶよぶよダンジョン"を始め、"ファイヤーマウンテン"クウォーターパラダ 
イス"クスタ—ライトステージ""ホラーハウス""ワンダージャングル"と、合計で六つのア 
トラクションがある。それぞれに特徴を持つており、それらとは別のまつたく新レいダンジョ 
ンを考え出すのは、かなり骨が折れる作業だ。 

第二に、場所。 

どこに 新 アトラクションを 設置す るのか？ということ。 新設備の内容に もよるが、ほかの 
アトラクションとのバランスを考えなければならないし、"わくぶよランド"そのものの土地 
をもつと広く取らなければならない。 

第三に、経費。 

アトラクション新設にはどれくらいの費用がかかるのか？ということ。もちろん内容や規 
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模にもよるが、新設することによって資金が減るのはいたしかたない。それがマィナスにまで 
減少するのも場合によってはやむなしではあるが、そうまでして造ったアトラクションがたく 
さん稼いでくれないと破産である。人をまた雇えば給料を払わねばならないし。 

第四に、時間。 

アトラクション新設に、どれくらいの時間を費やすのか？ ということ。 これも内容や規模 
によるが、営業しつつ改装工事を行うのは、正直いってあまり美しくはない。やはり、いつも 
どおりに閉園し、次の日の開園には新設備がお 目見え！というバターンが 理想で ある。しか 
し、いかに"彼"といえど、そのような芸当はとても不可能。 

ならば改装期間中は完全に閉鎖してしまうというテもあるが……、 

『できればそれは避けたいよな . 』 

本をパラパラと捲りながら、"彼" はつぶ やいた。 

"わくぶよランド"を閉鎖するとい うことは、 すなわち営業をしないということであり、 士冗上 
ゼロの期間が 発生 するということ である。新アトラクションを入れて改装することで、 それを 
取り戻してくれれば いいの だが、それも保証の限りではない。 

『カネが目減りするのも嫌だが、収支計算の楽しみがなくなるのはもっと嫌だなぁ……』 

"わくぷよランド"をオープンしてからというもの、"彼"はやや守銭奴になりつつあった。 
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不意に、パ彼〃は本を捲る手を止め、そのべージに見入った。『実践的テーマパーク経営戦 
略』の中で、なにやら興味深い記事を発見したらしい。 


"彼"はしばらくそのべージを読みふけつたのち、 

『そ^~か！イベントを開くというテもあるのか』 

と顔をあげてひとりごちた。 

祭りなどの催し物を開き、客の目を引こうという ワケ である。これなら新しい アトラクショ 
ンを造るよりぐつと楽だ。設備をいじる必要 も 基本的にはないし、人員 もドラコ ケンタウロス 
やすけとうだらたちを、特別ボーナスを支払うなどして使えばいい。設備投資より特別人件費 
のほうが低額で済む。 

『モンダイは、どんなイベントを開くかだな……』 

『そのような事をしている場合ではないぞ . 』 

突然"彼"の思考に、テレパシーのように頭脳に直接響く声が割り込んだ。 

『貴殿の待ち人は、もう三日も前に現れているのだぞ……。忘れたのか……？』 

その声は、机の上に置かれた黒い水晶が発しているのだった。 
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『早急に手段を講じねば、すべてを制覇されてしまうぞ……』 

『しまった……！確かに、こんなことをしている場合ではない！』 

夢から覚めた ように パ彼"がいう。 

待ち人の登場を"彼"は知らなかったわけではない。アルルたちが"わくわくコー ス "を ク 
リアしたときに、インフオメー シ ョンのスピーカー を通じて呼びかけているのである。 

しかしそのあと、いつものように収支計算を始めたら、楽しい数字の羅列にそのまま忘れて 
しまつたのだ。 

『ところで、黒 水晶よ』 

『何用か……？』 

『お前の待ち人とやらは、どいつなんだ？』 

『今は、そのような問答をしている猶予はないと愚考する……。手遅れになってもよいのなら、 
止めやしないが……』 

『ふむ……』 

黒水晶にそういわれて、しばし"彼"は考え込んだ。 

『そうだ！ アルルのほかにルル^ - やシエゾも来ていたな。ならば、連中を まとめて イベント 
のダシに使ってやろう』 

そのドサクサにまぎれて"彼"らは思いを遂げ、あわよくばイベントそのものを定着させて 
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しまおうというわけである。 

『これなら一石二鳥だ』 

『貴殿が望む のなら それ もよいだろう ……。だが、 どのような 催しを行う の だ…… ？』 
『う〜む . 』 

パ彼"は再び首をひねった。アルルたちをィベントに使おうと考えたまではよかったが、么 
から先はまだ思いついていない。 

『ならば、私が手を貸そう』 

突然、"彼"でも黒水晶でもない別の声が割り込んだ。これはテレパシーなどではなく、 
際に鼓膜を振動させるものだ。 

ィキナリの闖入者に〃彼"は驚愕。 

『き、貴様は . ！』 

やがて、絶叫が闇の一室を満たしたが、当事者以外の siK の耳にも 届くことはなかった…： 


実 
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ニアイテムの意外^使用法 

——「どうやって ダンジョンを 造った か? それ ついえません」 

"わくわく ぶよぶよランド"のアトラクションに挑戦してからというもの、シエゾ•ウイグイ 
イは、ずっと奇妙な感覚につきまとわれていた。 

といっても、ストーカ--この場合はモンスターの名前ではない——か何かに後をつけら 

れ、監視されているといった類のものではない。シエゾ自身から見れば自分にストーカーがつ 
くとは思えないし、端から見れば…… という かアルルにとってみれば、彼のほうがストーカー 
であるといえる。 

彼の心を捕らえて離さないのは、「何かがおかしい」というようなある種の疑問。 

シエゾはずっと、 

「ここのダンジョンは、どのような仕掛けになっているのだ……？」 

という考えを頭から消せないでいるのだった。小さいが鋭いトゲが、深く突き刺さっている 
かのように。 

入るたびに形が変わるダンジョンなど、世の中にそうそうない。シエゾでさえ——あまり思 
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い出したくない記憶の中にある——"時空の水晶"のダンジョンで体験しただけだ。普通の人 
間であれば、そのような奇妙なダンジョンのことなどを知らずに一生を終えることだろう。 

〃時空の水晶"ダンジョンは、水晶自身が魔導力を使って、意図的に不思議な構造にしていた。 

シエゾにはどうも、同じ力が働いているとしか思えない……が、同時に"時空の水晶"がこ 
こにあるとも思えない。 

もし本当に"時空の水晶"の力が働いているとしても、まだ気にかかる部分がある。 

それは「人工的に制御されている」ということ。 

人の話やィンフォメーションでの情報を総合するかぎり、"わくぶよランド"には経営者と 
いう人物が確実に存在する。明らかに"時空の水晶"の力ではない部分が存在している。 

水晶が何者かをコントロールしているという可能性もゼロとはいえないが、直感的にではあ 
るがそれは考えにくい。少なくとも"時空の水日 I 0 に触れたとき、たとえばテーマパークを創 
造するなどといった"洒落っ気"は感じられなかった。 

しかし、いま眼の前に広がっている光景はどうだ。，，洒落っ気"の極みといっても過言では 
なぃ。 

壁、床、天井はすべて水晶のように透明感のある物質でできており、そこから、星々がまた 
たく夜空のような空間が広がっているのが見える。 

まさに"星明りの舞ム F だ。"ぶよぶよダンジョン"もカラフルな鞍りに包まれていたが、 
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幻想的という面ではここに遠く及ばない。 

シヱゾがかつて訪れた、"時空の水晶，のダンジョンは、無味乾燥な岩と土くれの単なる洞 
窟だった。もちろん、そうだったからとはいえ、"時空の水晶"が幻想的色彩のダンジョンが 
造れないということでもない。 

-^ベてのアトラクションをクリアして"すつごい魔法のアィテム"を手に入れ、そして 

再び，，時空の水晶"に接触すれば、この疑問も解けるだろう……。 

と結論付けることにして、シエゾはこの問題における考察を終了させた。 

それと同時に、 

「ど^—したの？ こんなところで？」 

何者かに背後から声をかけられる。 

「誰だ!?:」 

剣の柄に手をかけてすぐに抜けるような体勢でシヱゾが振り返ると、そこには弓矢を持つた 
少女が立っていた。弓術が得意な"アーちゃん"だ。 

「ダンジョンの中でぼおつとしてると、アブナイよ」 


スラリ。 
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アーちゃんのセリフが終わるか終わらないかのうちに、シエゾは闇の剣を抜く。 
しかし、 


ふと、奇妙なことに気がついた。 

自分の間合いでなく、.シエゾの間合いに、アーちゃんはいるのである。つまり、彼のすぐ眼 
の1刖に。 

基本的に、アーちゃんは遠い間合いから得意の弓矢をピシピシ放ってくる。"スタ1ラィト 
ステージ"に入つてすぐ、シエゾはそのィヤな攻撃に早速さらされた。特に大ダメージを食ら 
ったというわけではないが、こちらも遠距離攻撃をするには魔法を使わねばならず、魔導力を 
可能な限り温存しておきたい彼にとってはあまり嬉しくない。おまけに敵もなかなか賢く、こ 
ちらが間合いを詰めょうと前進すれば、相手はそれだけ後退する。まことにもってィヤラシィ 
ことこの上ない。 

ところがどうだ。このアーちゃんは、弓に矢をつがえていないばかりか、自分の間口いなど 
どこ吹く風でシエゾの眼前に立っている。 

「お前は、闘い方を忘れたのか？」 

我ながら、間の抜けた質問だと思いながら、シエゾはいった。 

「そ一いうワケじゃないんだけどね」 
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とア ー ち やん。 

「いま、あんまり闘いたい気分じゃなくて」 

「なるほど」 

シエゾは妙に納得。 

"わく ぷょランド" のモン スター たちは、 ボスを 除いて、出現数に限界がない。"時空の水晶〃 
ダンジョンでもそぅだつたが、倒したはしから補充されていく。 

それほどまでに多いモンスタ1の中に、ひとりくらいは闘いがキラィなやつがいてもおかし 
くはないだろう……とシエゾは思つたのだ。 


ひとつの溜飲が下がると同時に、また新たな疑問が頭をもたげる。 

問答無用で闘いを仕掛けないモンスターは、どれだけの割合で現れるのだろう？というこ 
と。意外に多いのか？それとも眼の前のアーちゃんだけなのか？ 

シエゾは、その疑問をアーちゃんに直接投げかけた。 

「結構いるはずだよ」 

アーちゃんは、まるでどこぞの魔導師見習いのように天真爛漫に答える。 

「さすがに割<口まではわからないケド . 」 

「そうか」 
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いずれ——"すっごい魔法のアイテム"を手に入れたら——その辺りがどのような理論で動 
いているのかを調べてみよう、と純粋な知的好奇心からシエゾはそう思った。 

「貴重な情報の提供に感謝する。これは礼だ」 

といいながらアーちゃんに差し出したのは、先ほどひろったリンゴ。 

「ありがとう！」 

アーちゃんはそれに大宜 n びし、いった。 

「お礼にお礼するのもヘンだけど、イイことを教えてあげるよ」 

「聞かせてもらおう」 

「闘いたがってるモンスタ1は、だいたいお腹が空いてるんだ。だから食べ物をあげたりする 
と、_分から攻撃してこなくなるよ」 

「ほう」 

「あと、他のアイテムもたまにはモンスターに使ってごらん」 

「それくらいならオレにもわかる。"まぼろし薬"のような、マイナス効果のアイテムは敵に 
使えばいいつてことだろう？」 

「そうじゃないアイテムの中にも、敵に使えば戦闘がラクになる場合もあるよ。たとえばアク 
セサリーなんかイイかんじだね」 

「なるほど、それはいいことを聞いた」 
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ややわざと凄みをきかせてシエゾがいぅと、ア ー ちゃんは顔面蒼白になる。 

「も、もちろん、あたしにはやらないよね . ？」 

「安心しろ、オレはそこまで邪悪な恩知らずではない」 

「よかった……」 

と安堵の表情を見せるが、それでも恐怖は完全に拭い切れなかったらしく、アーちゃんはリ 
ンゴを持ってスタコラと去つてしまつた。 

それと入れ替わるよぅに、 

r ぷよぷ よっ」 

黄色のぷよぷよが出現。コィッは闘志満々だ。 

「ふむ……」 

シエゾは早速、"黄ぷよ"の i 刖にリンゴを放り投げてみる。 

「ぶよっ★」 

果たしてアーちゃんの言葉どおり、黄ぶよは喜んでリンゴを食べ始めた。やがて黄ぷよは満 
腹になったらしく、代わりにさっきまで満々だった闘志が消えている。 

「なるほど、これは面白い」 

興を覚えて、シヱゾは次に魔法のステッキを取り出した。 
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先端の飾りにガラスビンのレリーフが彫られたそのステッキは、"ビンづめのステッキ"で 
あることがすでにわかっている。これは、他のアィテムをその名のとおりビンづめにするもの 
なのだが、そのことにどんな意味があるのかがのところ不明。 

そのステツキをややもてあましていたところ、アーちゃんの話を聞き、「もしかしてモンス 
夕1もビンづめになるのか？」と思い立ったのである。 

「そら、これもくれてやろぅ」 

と、シエゾはステツキを投げた……が、 

ぼょん。 

「ぷ ょっ！」 

ステッキは黄ぷょの柔らかい身体に当たってバウンドし、黄ぶょの頭上でクルクル回転した。 
「失敗か……」 

と感じ始めたその瞬間！ 

ピカアツ n : 

空中で回転していたステッキが、ィキナリ眩い光を放つ。 

そして . 、 

一 * つよ〜つ！ A つよ〜つ！- 
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閃光が消えると、ステッキは跡形もなく消え去り、その代わりに黄ぷよがビンづめになって 
ぃた。 

7 1 っよ'-^'つ！ うよ'^■'つ！一 

ビンの中で、黄ぷよはくぐもった声を出して暴れるが、それに合わせてビンがカタカタ鳴る 
だけ。コルクのフタでしっかり閉じられているため、少なくとも即座には脱出不可能。 

「 . 」 

そんな黄ぷよの様子に、シエゾはやや加虐的な笑みを浮かべた。同時に、思わぬところで有 
益な情報をくれたアーちゃんに、素直に感謝。うまく使えば魔力の消費を大幅に抑えることが 
できる。 

「>っよ'-^ ■'つ！ >っよ つ！ | 

「苦しい思いをさせて悪かったな……」 

まだ脱出できない黄ぷよに対して、剣を構えながらシエゾはいった。 

「いますぐ楽にしてやろう . ！」 

シュバ ァッ！ 

いうが早いか、シヱゾは黄ぷよをビンごと真っ二つ！ 

そして次のフロアへと進んだ。 

「ほわぁぁっ!?」 
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三階へたどり着いた途端、半透明の人影モンスターが出現。 

「ヒアアアア-ツ！ I 

「 うおつ！」 

実体のないおぼろげな姿だが、モンスターの攻撃は確実にシエゾをキズつけた。 

「やつたな . !?: くらえつ！」 

シュバ ッ！ 

「ひあああつ p : I 

闇の剣の一撃を食らつてもなお、亡霊モンスターはニヤニヤ笑いを張りつけたままその場で 
ユラユラと立つている。どうやらさほどのダメージを受けてないらしい。それとも、痛覚がな 
いのか。 

「くそつ . | 

シエゾは歯嚙みした。 

考えてみれば闇の剣は、名前が示すとおり闇の波動でダメージを与える。そして眼前のモン 
スターも、恐らく闇に属する亡霊系。……ということは、炎の魔物に フアィ ヤーで攻撃しても 
効果がないように、闇のエネルギーを使う剣や"アレィアード"の呪文ではダメージを与えに 
くいことになる。またおそらく、実体がないだけに剣や拳の攻撃も効果が薄いだろう。 
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そうなると魔法で闘わねばならないのだが、できればザコごときに魔導力を消費したくはな 


ふと、シエゾに名案が浮かんだ。先ほどアーちゃんに教えてもらったアィテム作戦である。 
しかし、ひとつ問題がある。 

それは「実体のないヤツが、カレーライスやリンゴに喜ぶのか？」ということ。ビンづめの 
ステツキで閉じ込めるなら可能そうだが、ステツキはもうないし、他の使えそうなアイテムも 
ない。 


果たして、どう対応すべきか……。 

そのわずかな思案が、大きなスキを生んだ。 

「ほわぁぁつ!?」 

気がつくと亡霊モンスターは、とり憑こうとするかのょうにシェゾの背後にまわつていた。 
「い、いつのまに . !?」 

驚くシェゾの後ろから、モンスタ1は呪いの言葉をつぶやく。 

「ツカツチマエェェ！ | 







161 スターライトステージ ''殺人音波に気をつけろ！ 


その途端、 

「うおっ！ な、なんだ…… P :」 

シエゾの手が意に反して動き出し、アィテムをまさぐり始めた。そして巻物をひとつ取り出 
し、封を解いて広げる。 

そして今度は、口が勝手に動き、巻物の文字を読み始めた。 

「さまよえる仔羊に一時の安息を与え給え . 。出でよ、脱出口！」 

ブォン ッ！ 

呪文の詠唱が終わると同時に、足元に魔法の非常口が出現。それと同時に、ようやく身体が 
自由になる。 

「おのれ…… n :」 

「ひあああつ!?」 

ジロリとシエゾはにらむが、モンスターはニヤニヤ笑いを浮かべたまま。 

「やってくれたな n :」 

シエゾは怒り心頭。このような輩は、魔導力のことなど考えずにさつさと排除するに限る。 
「食らえ！ フレィム nj 
ドドドオンツ n : 
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「のわぁぁつ!?:」 

魔導師の手のひらから発した無数の火の弾が降り注ぎ、亡霊は爆発霧散した。 

「ちつ . ！」 

敵を撃退したにもかかわらず、シエゾは舌打ち。 

「こんな序盤で"脱出口の巻物"を使わされるとは……」 

ピンチになればすぐにダンジョンから出られるこの巻物は、アトラクションに挑戦する際の 
必需品である。しかし売り物には限りがあるうえ、ダンジョン内でもなかなか見つからないの 
で、使いどころは慎重に選ばなければならない。 

そんな虎の子を、無理やり使わされてしまつたのだ。 

一くそつ . . I 

悪態をつきながら、シヱゾはひとまず脱出口に脚を踏み入れた。まぁ、いまのうちならショ 
ップにあるだろう。 
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三パノツティの i 由 

—「びリび りし rc り、、っるさ、 かつ rc りする のが 

イヤ 7 方 IJM, をつ It てご入場くだ？い」 

翌日、シェゾは"スターライトステージ"に最挑戦。 

あの憎々しい亡霊モンスタ-&夜の調べで、，，スぺクタ ー" という名前であるのがわか 

った——策として、あらかじめ持って行くアイテムは指輪をひとつ。 

それなら、あの「ツカツチマエェェ！」攻撃を食らっても、指輪をハメたり外したりするだ 
けで済むらしい。この現象で恐いのは呪われたアイテムを装備させられてしまうことだが、シ 
ョツプで買ったものなら基本的に解呪されているので大丈夫。 

そして道中で拾ったアイテムは、回復系のものと食料以外、すべて投げてしまう。これなら 
無理やり使わされてもさほど苦にならない。"超特大盛カレーライス"を食わされると、いさ 
さか胃にキツイが . 。 

このバターンで行けば、投げたアイテムがモンスターに対してどんな効果を及ぼすのか調べ 
ること もで きる。 

もちろん" 脱出口の巻物" とて 例外ではない。別に悪い効果が発生す る わけでは ないから 持 
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っていてもいいのだが、思わぬところで無理やり使わされると、やはりショックが大きい。 
"脱出口の巻物"までポィボィと投げてしまうと、ピンチのときに困るが、そこはそれ。ひた 
すら階段を目指し、さつさとクリアすれば問題なしだ。状況によつては、巻物を拾つたその場 
で使ってしまってもよいだろう。 

と、スぺクター対策をバッチリ整えて、シヱゾは IW 口に上がつた。 

しかしそういう時に限って神様がちよっかいを出すもので、スぺクターにはまったく遭遇せ 
ずにトントン拍子で進んだ。 

やがて、五階に到着。 

するとどこからともなく、笛の音が聞こえてくる。 

開けた場所で、いたずら小人のパノツテイが楽しそうに笛を奏でていた。 


しばしその笛にシヱゾは聞き入っていたが、パノツテイは彼に気づいたふうもなく、一心不 
乱に吹きまくつている。 


なかなかうまいが、感銘を受けるほどでもない。 


ずっと待ってもパノッティが何かを してく る様子もない0 
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このままでは埒があかないので、シヱゾはパノッティを無視して先へ進むことにした。 
と、シヱゾがマントを翻した途端！ 

「ぉ前^-」 

パノッティは演奏を止め、怒気をたっぷり含んだ口調でシエゾに呼びかける。 

「なんだ……？」 

少々ぅざったく感じながら、シエゾは振り向いた。 

「何をそんなに怒つている？オレが何かしたか？」 

「なんにもしてないから怒つてんだろ^-」 


「なんでポクの笛に感動しないんだ 1 P : さてはお前、耳くさってんな ！• そ一だろ1!?」 
「ガキだと思い黙って聞いていれば……、気に入らんな」 

「気に入らない G はこっちだい！ 一曲終わるまで聞いてたら階段まで案内して やろぅと 思っ 
てたのに^-ゆるせない一つ n :」 

「ならばもぅ一度吹いてみろ。今度は最後まで聞いてて やる」 

「やだょ一だ！ 耳く さってるお前なんかにポクの演奏を 二度と 聞かせてやる もんか！」 
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それでもパノッテイは笛を構える。 

「代わりにこれでも食らえ！」 

プパピロべポピイ- 

パノッテイはデタラメに笛を鳴らした。 

「ぐあああああつ！ I 

その殺人的周波数の連続が、シエゾの脳細胞に異常な震動を与える。 
「ど一だい！」 

「やつて くれたな！ アレイアード n 」 

お返しとばかりに、シエゾはいきなり古代攻撃呪文！ 

だが、何も起こらなかつた。 

「何だ……？ならば、フレイム n 」 

やはり何も起こらない。 

「フ アイヤ.ーストーム！」 

ダメ。 

「ブリザ ード！」 

ダメ。 
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「アイススト1 ム！」 

ダメ。 

「ライトニング！」 

ダメ。 

「サンダ^— ストー ム ！」 

やっぱりダメ。 

「ど、どういうことだ . ？」 

「へっへ一ん！」 

驚愕するシヱゾに対して、パノッティは大得意。 

「魔法を封印してやったもんね一だ！」 

「だからといつて、オレに勝ったと思うな…… n :」 

いいながら、シエゾはゆっ くりと 剣を抜く。 

「闇の剣ょ、斬り裂けっ！」 

グオオオオツ！ 

弧を描いた剣の軌跡が闇の波動となり、パノッティに襲い掛かる。 

「わ ぁっ！」 

「これ以上オレを煩わせるな . ！」 
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「うるさいうるさいうるさ-いつ n 」 

再びパノッテイは笛を構え、思いっきり吹いた。 

プピイ-ッ n : 

今度は、音波が無数のカマイタチとなってシエゾに降り注ぐ。 

ドガガガガガガガガガガッ！ 

「ぐあっ n 」 

シエゾは後ろに押し出されるように倒れた。かなりの打撃を食らい、もはや々ばたんきゅ 
〜"寸前。パノッテイも似たような状況だが、シエゾに比べてやや優勢だ。 

| くそつ . . 一 

とキズついた身体を起こそうとするシエゾの懐から、指輪がコロリと落ちた。その指輪には 
大きな赤い宝石がついていて、その中で炎が踊っている。ダンジョンに入る前にショップで買 
い求めた〃炎の指輪"だ。 

装備すると攻撃力増加と炎の追加効果を付与してくれる この 指輪は、しかも、普通の"炎の 
指輪"と比べてレベルが一段階高い。値段もそれだけ張るが、効果も高い という ことだ。 
「こいつを忘れてたぜ……」 

シエゾは早速、"炎の指輪，を指にハメた。すると、指輪から発した炎が、闇の剣にまとわ 

りつく。 
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「そんなの装備したって、あと一撃でお前はおしまいだ い！」 

いいながらパノッテイは笛を構える。 

しかしそれよりも速く、シエゾが剣を振りかぶった。 

「笛の練習は、終わりだ n : くらえっ！」 

グオオオオオオオツ！ 

闇の剣を振り下ろすと同時に、軌跡が闇の波動と炎の嵐となってパノッテイに大打撃！ 

「うわあ■つ •— • 」 

パノッテイは"ばたんきゅ 〜 /7 o 
「ちつ . 、ちよつとてこずり過ぎたな . J 

舌打ちしながらキズついた身体を引きずるように、シヱゾは先を急いだ。すると、階段の前 
で巻物と宝箱を発見。 

中にはお守りが入っていて、識別するとそれは"耳のお守り"であることがわかった。巻物 
は〃脱出口の巻物"。 

「ほう、これはいい」 

シエゾは"耳のお守り"が、"スター ライト ステー ジ "において重要な意味を持っているの 
を即座に見抜いた。 
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ここは音と光——といぅか電——のステージ。電撃は"雷のお守り"でなんとかなるが、 
パノッティの笛のよぅな"音"の攻撃をガードするアィテムはショップになかつたのだ。 
「ひとまず出直すか . 」 

ダ メージも 受けすぎたし、シエゾはひとまず"脱出口の巻物"で外に出ることにした……〇 





四歌声 IJ ォレに届か^い 

—「お守リさ、えあれば、このステ I ジは楽 r すよ」 

「ツカツチマエェェ”：」 

魔導師をぐるりと取り囲んだ亡霊たちが、口々に M v まわしき 言霊を吐く。 

「ふふん . 」 

シェゾは、余裕の笑みでそれに応えた。呪われた誘いの言葉に身休が»|^0れ、アィテムを使 
つてし まうこと もない。 

もちろんそれは、昨日" スターラィトステー ジ"五階で手に入れた、"耳のお守り"のおか 
げである。周りの飾りつけはともかく、真ん中に耳の レリ ー フが ドンと 収まつていて、デザィ 
ン的にはやや首をひねるところではあるが、効果のほどを考えると、形状などに こだわつ ては 
いられない。これがルル ー であれば、「死んでもィヤ よ！」 といったかもしれないが……。 
「ツカツチマエェェ ”：」 

「何度やつてもムダだ。お前たちの声は、オレには届かんぞ」 
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しきりにささやくスぺクターどもに、シエゾはいつた。 

とはいうものの、シエゾ自身、お守りの効果に驚いている。"耳のお守り"というから、音 
楽や歌に効果があるとは思っていたが、まさか言——というか声そのものにまで影響すると 
は思っていなかったのだ。まぁ、声も基本的には耳から入り鼓膜を震動させて脳に届くもので 
あるから、その耳をガードするものと考えると納得はできる。 

「ツカッチマエエエ nj 

それでもスぺクターたちは、ひたすらに呪いの言葉を吐きつづける。そのしつこさに、さす 
がのシエゾも少々うざったくなってきた。だいたい、三階などという序盤で道草を食っている 
場合ではない。 

「いいかげんに 消えろ！ファィヤーストーム”：」 

ゴオオオオォオオオオオオゥ M : 

呪文の詠唱とともに、シヱゾを中心に炎の嵐が巻き起こる。 

「ひあああっ P :」 

炎に包まれたスぺクターたちは一気に消滅。 

そしてシヱゾは、十階まで駆け上った。 

「まあらあまおろおひいれえはあ^^れえ^^^^^^^^^ . . j 
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十階に到着すると、"スタ^―ラィトステ^—ジ"のボス、ハーピーが気持ち良さそうに歌って 
ぃた。 

「やれやれ、また同じバターンか …… J 

さすがにシエゾはうんざり。昨日、似たょうなシチユエーションで、五階にいたパノッティ 
に ヒドィ めにあわされたばっかりである。もっとも、そのときはまだ"耳のお守り"がなかっ 
たために苦戦したのだが。 

^ Ac>oy VIC 〆 ノ^-.」 

シエゾの姿に気づいた様子もなく、ハーピーは歌いつづける。ここまでは、昨日とほぼ同じ 
パ汐 JY 

真っ白なドレスに身を包み、背中の翼を大きく広げて歌うその姿は、確かに美しい。天使の 
ょうですらある。 

ただひとつだけ問題があって、それが昨日とは大きく異なる点だった。 

「はあ〜らあ〜ひい〜れぇ〜はあ〜らあ〜ほお〜， rL ぇ.，^.^.^^^^ . . I 

ハーピーは、死ぬほどオンチなのだ。時には泣いた赤ん坊もひきつけを起こし、豊潤 r 繁栄 
する草花たちが生きる望みを失ってしまうほど。彼女の歌声は、一国の軍隊に充分匹敵する0 

さらに始末の悪いことに、彼女自身、その事実にまったく気づいていない。 

「ノーフーフ' I - - - - I - - —ツ f • 一 
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だが、そのような殺人ボイスも、"耳のお守り"をつけたシエゾには単なる雑音である。 


ハーピーの、調子の外れた美声を聞きながら、シヱゾは思案した。 

余計なことにならないうちに闘いを仕掛けてしまうか、それとも無視をするか…： •? 
「ふう〜む . 」 

無視をするのはいいが、昨日と同じシチユエーションであることを考えると、結果として戦 
闘になつてしまう可能性がある。それはそれで面倒くさい。 

さらにつけくわえると、たとえ実質的な影響がないとはいえ、えんえんと調子つぱずれの歌 
をバックにフロアを歩き回るのも、それはそれで精神衛生上よくなさそうだ。 

「ちつ、しまつた . ！」 

シエゾはふと、あることに思い至り、舌打ちをもらした。 

考えてみればハーピーは"スターライトステージ"のボスである。ということはつまり、闘 
つて勝たなければフロアから脱出できないということだ。もちろん"脱出口の巻物"は使える 
し、このフロアはなぜかあちこちに非常口があるが、ハーピーを無視してそこから脱出をして 
もまつたく意味がない。 

「ようするに、闘うしかないつてことか . 」 

なんとなく疲労感を覚えたまま、シエゾはハーピーの眼前に立つた。 
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「はあ〜らあ〜ほお〜ろお〜ひい〜 tl え〜は あ〜 ix え 〆 
チヤキッ！ 

「おい . .」 

闇の剣の切っ先を向け、気持ちよく歌っている鳥人にシヱゾは呼びかける。 

「はあ^らあ^ひい^れえ^はあ^らあ^ほお^., ft え^^.^^^^^^ . . I 

しかしハーピーは、歌に夢中で応えない。 

「おい、聞いているのか!?」 

「…… "U 

シエゾが語気を荒げると、ハーピーは歌をビタリと止めてシエゾをにらむ。 

「邪魔をしないで！ •」 

r オレだつて邪魔をしたくはない。だが、オレはここをクリアしなければならないし、お前は 
オレを阻むという仕事があるだろう。それが終わったら、好きなだけ歌うがいいさ。 g にも邪 
魔されないところでな」 

「そうさせていただくわ^—」 

ハーピーはそういうと、両手と翼を大きく広げて、ひときわ大きく発声した。 

「ハーフーフ-1- 


ソ 
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それを<! 口図に、黄ぷよ、ウイル•才！ウイスプ、かみなりうお、グライアイといったモン 
スターが多数 出現。 

「来たな……！」 

ザコたちに対してシエゾが身構えると同時に、ハーピーは歌いながら後方へ飛んで行ってし 
まつた。 

「待て！どこに行く P :」 

とシエゾは追いかけようとするが、 

「ピリビリさせてやろうか？」 

「パチパチッ！」 
r ぷよっ★」 

パチパチパチパチッ M : 

「うあっ！」 

かみなりうおのサンダー、ウイル•オー•ウイスプの雷攻撃、黄ぷよのビリビリアタックの 
雷系三段攻撃を食らってしまう。 

「やってくれたな!?: I 
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"雷のお守り"を装備していれば、そのような攻撃でも大きなダメージを受けることはない。 
だが、いまは持っていないし、持っていたとしても、その代わりに"耳のお守り"を外すこと 
になる。現在の状態では、その行為は危険極まりない。なにしろハーピーは、後方に下がった 
いまもシヱゾにダメ ' — ジを与えるべく、 

「まああ^^ナいえ^^まあ^^らあ'^'まお^^れ え^^^^^^^^^ . . I 

と歌いつづけているのだ。 

そうなると、猛攻に 堪えつつ地道に闘うしかない。 

「フアイヤ.ースト ■ —ム！」 

ゴオオオオオオオオオオオオオツ If : 

シエゾは呪文で、自分を中心にした炎の嵐を巻き起こした。 

I うよよよよお - つ」 

「ぼぼ^ ん！」 

炎に弱い黄ぷよとウィル•才！ウィスプは、これで一気に殲滅。 

しかし！ 

「がおが お〜っ！」 
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ファイ ヤ ー スト ー ムが仅 まるのと ほぼ同時にグ ライアイが 肉迫し、悩ましい女性の上半身と 
へビの下半身でシエゾに絡みつく。炎が弱点ではないため、〃ばたんきゅ〜"しなかったのだ。 

「な、なにをする . .」 

「ああっ、すごいわぁ……」 

もがくシエゾを抑えつけ、グライアイはその唇を シエ ゾのそれに重ねる。 

ちゆぅ - つ .H 

シエゾがさらに暴れるのもかまわず、グライアイは口を吸った。それと同時に、シエゾは体 
内から魔導 力が 急速に失われて行く のを感じる。 

「すて^ねぇ . 」 

魔導力をあらかた吸い尽くしたところでへビ女はょぅやくシヱゾから離れ、恍惚の笑みを浮 
かべる。 

一くそつ . . 」 

逆にシエゾは、魔導力がなくなって憔悴の表情。それでもなお、シエゾは気力を* t い起こし、 

「闇の剣ょ、斬り裂けっ！」 

シュバ ッ！ 
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「きゃああっ！」 

剣でグラィアィを倒した。 

そのスキに、かみなりうおがサンダー攻撃。 

「またビリビリさせてやるぜ！」 

バリバリバ リッ！ 

「うおっ！」 

電撃にょってシエゾはしたたかダメージを受けたが、 

「三枚に下ろしてやる！ くらえっ"こ 
「う^—ん、シビれるぜ . 」 

闇の剣の一撃で、かみなりうおを"ばたんきゅ〜"させる。 

そして、残りはハーピーのみとなった。 

「ハララ -ツ！」 

フロアの奥のほうで、彼女はまだ歌いつづけている。しかし、"耳のお守り"を装備してい 
るシエゾには、なんの影響もない。 

「残念ながらお前の歌は、オレには届かん」 

と、余裕たっぷりのシエゾは、ショップで買っておいた"ももも酒"をひと息にあおる。 
ぐびっ、ぐびっ、ぐびっ……！ 
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喉を鳴らすにつれ、シエゾの魔導力がどんどん回復していく。 

「ぷは あっ！」 

"ももも酒"を飲み終わる頃には、魔導力は全快0 

「あ らあ^^ ひい (?^u ぇ はあ N -^らあ v - x -^^お ^ • • • • ! | 

そんな中、ハーピーはまだ歌いつづけている。それがムダな行為だと理解していないのでは 
なく、悲しいかな彼女には、闘ぅ手段がそれしかないのである。 

「喜べ …… J 

そんなハーピ I に剣の切っ先を向け、シエゾは邪悪で皮肉な笑みを浮かべていった。 

「お前のその歌声に敬意を表して、全力で倒してやる……！」 

そしてシヱゾは闇の剣を大きく振りかぶり、 

「アレィアード"：」 

呪文とともに剣を床に突き立てる。その瞬間！ 

ズドドドドドドドドオンッ n : 

シヱゾを中心に闇のエネルギ^ —が大爆発！ 

I * つ：：：—.」 

その爆発に巻き込まれ、ハーピーはあぇなく"ばたんき ゅ〜" 0 
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「やれやれ、危ないところだったぜ …… J 

觀の汗をぬぐい、シエゾはハーピーの傍らにある宝箱に手をかける。 
その中には、黄色に輝く宝珠が入っていた……。 
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五みっつの 才—ブ、ここに集結，- 


「ほぅ」 

三人の中で、最初に口を開いたのはシエ ゾ だった。 

「お前たちも無事にオーブを手に入れたよぅだな……」 

ここは"わくぷよランド"のインフオメ ー ション前。 

アルルが"ファイヤ ー マウンテン"から赤のオーブを、ルルーが"ウオーターパラダイス" 
から青のナ^―ブを、そしてシエゾが"スタ^ —ライトステージ"から黄の才^―ブを持ちかえった 
ところで、三人はまたまた顔を合わせたのだった。 

「それはなによりだ」 

「なんか気になるわねえ、ミョーに優しいそのいい方」 

と^したくら 
「またなんか企んでるの？」 

「ねえねえ、 ところで さ一」 
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シエゾが返事をするより早く、オ ー ブを頭上にかかげてアルルが割り込んだ。 

「コレ、何に使うの？」 

「あきれた . .あなた、そんなコトも知らないで手に入れたの？」 

アルルのあまりな大ボケに、シヱゾへの疑念も忘れてルルーが説明する。 

「このオーブはね、"ぷよぷよダンジョン"の四階より先に行くために必要なのよ」 

「へえ一、そうなんだ」 

「ダンジョンの三階に、そういうメッセージが書かれた扉があるはずよ。あなた、ちゃんと見 
たの？」 

「えへへ、ゼンゼン……」 

ニガ笑いをしつつ、アルルは頭をポリポリ。 

「あいかわらずおマヌケねえ」 

「ところでルルー、オーブはひとつでいいの？なんか三色あるみたいだけど……」 

「もちろん、みっつないとダメよ。いまは、アルルが赤、あたくしが青、シエゾが黄色って全 
部そろってるけど、ひとりで三色集めないと扉は開かないはずよ」 

「でもさ、ルルーが青の才^ —ブを持ってるんなら、ポクがこれから"ウォ^ —夕^—パラダィス" 
に行ってもムダなんじゃないの？」 

「そんなことはないわ。そういうのは、ちゃんと各プレィヤ^-^たくしたちのことね- 
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にひとつずつあるはずよ。共通チケットみたいにね。……でないと、たとえばいまこの場で取 
り合いになっちやうじやない？」 

「なるほどね。ちやあんとみんなが楽しめるようになってるんだ」 

「しかし……」 

突然、シヱゾがいった。 
r オレは楽しむつもりなどない」 

見ると、闇の剣がすでに抜かれている。 

「なに、 やる 気なの……!? 」 

とルルー。 

「お前たちが素直にオーブを渡さなければ、答えはィエスだ。オレはここでオーブをそろえ、 
さつさとクリアを 目指す」 

「冗談じやない わ！」 

「そうだ、 オレも 冗談をいっているつ もりは ない。ここでお前たちから オ ーブを奪っておけば、 
余計な邪魔もされなくて済む。悪いがお前たちには、々すっごい魔法のアィテム"をあきらめ 
るか、 もう 一度はじめから出直しても らおう」 

「ってことは、あなた も 最初から出直さなきやならない可能 tt も あるってことはわかって 
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いいながらルル-—も身構える。 

「もちろんだ。……ただし、オレは負けん」 

いまのシヱゾは、心身ともに充実し、戦闘のカンもかなり取り戻している。先日のように、 
負けるかもという不安はなかつた。 

「オレに勝てば、お前たちのどちらかも労せずして黄のオーブを手に入れることができるのだ。 
不公平な条件ではなかろう？」 

「あなたが望むなら、あたくしも拒否はしないわ」 

「ちよ、ちよ、ちよ、ちよつ と 待つてよ ふたりとも！」 

アルルが慌てて割り込んだ。 

「こんなところでケンカはやめよう よ！」 

「お前がオーブをオレに渡せば、この場は引き下がってもいいぞ j 
「ええっ!?それはヤだよ ぉ！」 

「ならば、やるしかないな …… J 
いいながらシヱゾは、剣を大きく振りかぶる。 

「闇の剣よ . ！」 

ピンポ-ン”： 
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刃が振り下ろされる直前、インフオメーシヨンのスピーカーがチヤイムを鳴らした。そして 
アナウンスが続く。 

「お呼び出しを申し上げ ま ——す！アルル•ナジャ様、ルルー様、シエゾ•ウイグイイ様、 
"ぷよぶよダンジョン"三階の封印された部屋にお越しください。園長様がお呼びです。繰り 
返し ま一 す。アルル•ナジャ様、ルル彳様、シエゾ•ウイグイイ様、"ぷよぷよダンジョン"三 
階の封印された部屋にお越しください。園長様がお呼びです。……アナウンスは"お掃除大好 
き"キキーモラでした！★」 

「園長だと . ？」 

闇の剣を振りかぶったままの姿勢で、シヱゾが訝る。 

そして三人はひとまず休戦し、"ぶよぶよダンジョン"三階に向かった。 

共通チケットのあった部屋、出口のある部屋のほかにもぅひとつ部屋があり、扉が閉じられ 
ている。 

「あ、ホントだ。何か書いてある」 

とアルル。 

"三色のオーブを持ちし者、それをかかげん" 

扉にはそぅ書いてあった。 

「ポクらがひとつずつかかげてもいいのかな…… ？」 
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アルルたちは、赤、青、黄のオーブをそれぞれ頭上にかかげる。 
すると、オーブは眩い光を発し、 

バタン！ 

と扉が開いた。 

「この向こうに園長が待つてるっていうの……？」 

ルルーのつぶやきとともに、三人は部屋に入る。 


その途端、三人はビックリ！ 

「サタン!?」 

「……様ど 

扉の向こぅの小さな部屋には、四階へ続いて いると 思しき下り階段が ある。 だが三人はそれ 
に驚いたのではなく、階段の前に立つ人物にビックリしたのだった。 

「園長さんって、サタン様だったの……!?」 


つぶやくルルーを尻目に、シヱゾは思考をめぐらす。 

くろまく 

サタンが"わくぷょランド"の黒幕だとすれば、シヱゾの心にまとわりつく奇妙な疑問も少 
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しは晴れるような気がする。サタンの実力を鑑みれば——シエゾにとってはやや口惜しいこと 
だが——"時空の水晶"を意のままに操ることも不可能ではないだろう。 

しかし……。 

「サタン様 . ？」 

ルルーの心配げな口調で、シエゾの思考は中断した。見ると、ルルーとアルルがサタンを心 
配そうに見上げている。 

「どうした？」 

「サタンが返事しないんだ」 

問い掛けるシエゾに、アルルが答えた。 

確かに、よく観察すると、サタンは微動だにしていない。知己のアルルたちがやってきたに. 
もかかわらずだ。それ以前に、園長が客を呼んでおきながら、挨拶もないというのは失礼な話 
である。客としてアルルや自分たちが来ているのを知ったからこそ、園長であるサタンも呼び 
出したのだろうし。 

だがサタンは声をかけるどころか眼も合わせず、じっと一点を見据えている。風邪を引いて 
いるのか、顔がいくばくか青白いのも気になるところだ。 

「ね一ね^ " 、サタンってば！どうしたの？」 

いいながらアルルが、サタンをボンと叩く。 
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その瞬間！ 


0 •••••• !• 

と、サタンは無言のまま前方に倒れ伏した。 

「サタン！」 

「サタン様 n :」 

アルルとルル^—が口々に叫ぶが、サタンは応えず、立ち上がろうともしない。代わりに、顔 
を若干横向きにしてうつ伏せたサタンの口から、 

つつう〜つ . 。 

ひと筋の血が流れ出す。 

"わくわくぶよぶよダンジョン"の園長にして"魔界の貴公子"サタンは……、 

「し、死んでる……!? 」 

アルルがつぶやいた……。 

















エピローグ 

”そして主は闇に消ゆ” 



かくして、"わくわくぶよぶよ ランド" は大騒ぎ。それ こそ 蜂の巣をつついた ように 人々 
が右往左往している。 

何も知らずにたったいま訪れた客は、「イベントでも開かれるのか？」あるいは「開かれて 
いるのか？」と一瞬考えるが、実は正反対0 

なにしろ園長であるサタンが「死んでしまった！」と報じられたのだ。 

その瞬間、7わくぷよランド"の運営はどうなるんだ p :」7 すっごい魔法のアイテム"は 
もう手に入らないのか!?」 r オレ様の給料は!?」とパニックが発生。 

しかしそのお祭り騒ぎも、一夜明けた途端、急速に収まっていった。 

イチバン最後にサタンと接触した——時に第一発見者であり通報者でもある、アルル、ル 
ルー、シエゾ、加えてカーバンクルと ミノ タウロスは、"ぷよぷよダンジョン"三階にある一 
室で待機するよう通達された。共通チケットが入った宝箱のあった、あの小部屋だ。 

実のところ、「待機」 という 言葉は正確ではない。 

なにしろアルルたちが部屋に入ると同時に、厳重な鍵が外側からかけられて しまった からだ0 
なので、監禁、 幽閉、勾留という言葉のほうがふさわしい。 
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「ちよつと！ 出しなさいよ n 」 

ドンドンドン！ 

ルルーは、閉じ込められてからというもの、スキあらばずっと扉を叩きっぱなし。 

「これじやまるで犯人扱いじやないの！」 

「まるで、ではない . 」 

とシエゾ。 

r オレたちを完全に犯人だと思っているのだ」 

「ど一してあたくしが犯人なの!?あたくしがサタン様をキズつけたり、ましてや殺すなんて 
するわけないじやない n :」 

「そんな、個人的感情なぞ証拠にはならん」 

「でも . .」 

「落ち着いて考えてみろ。サタンはどこでオレたちを待っていた？」 

「どこって……隣の部屋よ」 

「その部屋は、誰でも出入りが可能か？」 

「三色のオーブを持っていればね」 

「ということはつまり、赤ん坊でも出入りができるような場所ではないわけだ。ここまではわ 
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かるか？」 

「え、ええ . 」 

「隣に行けるのは、オーブを揃えた者か、もしくは園内関係者のみ。オレたちがオーブで扉を 
開け、サタンに出会ったとき、サタン以外の関係者はすべて職務に就いていた……」 

「わかったわ。向こぅ側から見れば、サタン様を殺したのはあたくしたち以外に考えられない 
つてことね」 

「そうだ」 

「でも、少なくともあたくしはやつてないわ。アルルだって、そんなことできるようなコじや 
ないし」 


いま名前が挙がったアルルは、部屋の隅っこに腰を下ろして、寝ているカーバンクルを抱え 
たままじつと押し黙つている。 

「しつかりなさい、アルル！あなたが暗いと、こっちも辛気臭くなっちやぅわ」 

「いや、ポクは落ち込んでるワケじやないょ」 

顔を上げ、アルルはいった。 

「ずっと考え事をしてたんだ」 

「何を？」 
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「これって、誰かが仕掛けたワナなんじゃないかなぁって」 

「どういうことだ？」 

シエゾが問い掛ける。 

「タイミングがよすぎるよ、何もかもが。ポクらがオーブを撤えた瞬間に呼び出しがあってさ、 
行ってみたらサタンが死んでるなんて。それに、ボクらをここに閉じ込める手際も、やたらよ 
くなかった？」 

「確かに、そういわれてみれば…… J 

「だとすると、誰が、何のためにあたくしたちを……？」 

「それはボクもわかんないよ。実は、サタンは生きていて、ポクらにイタズラを . ってい う 

ワケじやあないよねえ」 

「それよりも、オレたちのほかに"すっごい魔法のアイテム"をマジで狙っているというヤツ 
がいる、と考えるほうが正しいだろう。どうやらそいつは、正規の手続きを踏まずにアイテム 
を手に入れようとするほど、せっかちなようだな」 

とシエゾがいった途端、アルルたちの視線が彼に集中した。昨日、彼も、アルルたちを倒し 
てオーブを手に入れるという卑怯な手段を使おうとしたばかりなのだ。 

「始めに断っておくが、この一件はオレじやないぞ。オレならもっとうまくやる。それよりも 
まず、オレたちが犯人でないことを立証する方法を考えるのが先決だな」 
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「そのためには、ここから出ないと」 

「でも、武器も無いし技も使えないんじや、どぅしよぅもないわ」 

タメ息まじりにルルーのいう通り、三人は武壮窮除され、魔法や必殺技も封印されている。 
もちろん、ミノタウロスの斧も。 

唯一、格闘家であるルルーの拳が武器といえるが、それで破壊できるほど、鍵も扉も床も壁 
も 天井 もモロく はない。 


袋小路に行き詰まり、三人は押し黙った。話し合いは、「いまの状況ではどうしようもない」 
ということが判明したにすぎない。むしろ逆に、それを痛感する結果となつてしまつた。 


しばらく続いた重い沈黙を破ったのは、 

ガチャッ！ 

と鍵を外す音。 

「出ろ……」 

という声とともに扉が開き、キキーモラが入ってくる。 . いや、モップを手にしたその姿 

はょく似ているが違う。眼はキツく、服装も赤ではなく黒のドレス。そして声も、ぶっきらぼ 
うな冷徹さを持っている。 
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いつものお掃除お姉さんがキキーモラなら、さしずめこちらは"ブラックキキーモラ"とい 
つたところ。 

「何をしている、早くしろ . 」 

ブラックキキ^モラにうながされ、アルルたちは小部屋からようやく出ることができた。 
「ポクたちの疑いが晴れたの？」 

「ぃぃゃ、違ぅ」 

アルルの問いを、黒キキーモラはあっさり否定。それはまわりの様子が物語っていた。 

ドラコケンタウロス、ドラゴン、サムラィモール、アウルベアの四人が、いつでも攻撃でき 
る体勢を保ちながら、アルルたちを取り囲んでいる。どう考えても釈放という雰囲気ではない。 
むしろ護送というカンジだ。 

「いま、探偵が現場検証をしている……」 

ブラックキキ彳モラはいつた。 

「お前たちはその探偵どのから事情聴取を受けるのだ」 

すぐ近くの現場に到着すると、昨日サタンが倒れ伏した辺りに人型の絵が描かれている。頭 
から突き出した二本のッノから見て、その絵がサタンを現していることは明々白々。 

そしてそこに屈みこんでいる、ロングコートの人物がひとり。サタンと同じエメラルド色の 
長髪にハンチング帽を乗せ、眼にはサングラス、口にはパィプをくわえている。 
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さらに彼の傍らには、助手らしき白髪、白眉、白髭の老人。 

「ルシファ1先生!?」 

「じい！どうしてここに1?:」 

アルルとルルーはほぼ同時に、探偵と助手に向かって呼びかけた。 
『私は、ルシフアーなどという者ではない』 

立ちあがりながら、探偵はいう。 

『単なる探偵だよ』 
r ワシはその助手ですぞ| 


ふたりの言葉に、アルルとルルーは納得できないという表情で応えた。ょく見知った人物を、 
たとえ服装などが違うとはいえ、間違えるはずがない。しかも相手は、ずっと師事してきた大 
魔導師と、長年お世話になっている執事なのだ。 

『それはともかく . 』 

何かいい出そうとするアルルたちの気勢を制するょうに、探偵はいった。 

『キミたちの話を聞かせてもらおう』 

アルル、ルルー、シエゾ、そして ミノ タウ ロス (カーバンクルは寝ている) ひとりひとり 
供述が終了するまで、探偵はずっとパィプを くゆらせて いたが、 


の 
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『なるほど、 よく わかった』 

と探偵らしい考え事をしているような口調で締めくくった。 

「ルシファー先生！ポクたちはサタンになんにもしてないよ！お願い、信じて H」 

すがるようにアルルは訴えかける。 

『さっきもいったが、私はルシファーという人物ではない』 

しかし探偵はそつけない。 

『それはともかく、少々行き話まっているのも事実。情報が圧倒的に少なすぎるのだ。まだ死 
因も特定できていないしな.…：』 

探偵は三人を見まわす。 

『キミたちに、無実を証明したいという意志があるのなら、ひとつチヤンスを与えよう』 

「チヤンス . ？」 

とアルル。 

『なに、簡単なことだ。私の手足となって調査を行ってくれればいい。キミたちの集めてきた 
情報をもとに、私が推理する。キミたちがゥソをついているのなら話は別だが、それがキミた 
ちの嫌疑を晴らすことにつながるはずだ』 

「よかろう」 

一も二もなくその提案に賛成したのは、ほかならぬシエゾだった。 
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r オレは、さつさとこの事件を解決したいと思つている。あらぬ嫌疑をかけられているのもさ 
ることながら、"すっごい魔法のアイテム"を1刖に 、こんなと ころで手をこまねいている わけ 
にもいかないのだ」 

「あたくしもやる わ！」 

「ポクだっ て！」 

『わかった』 

探偵はにん まりと 笑い、いった。 

『今から キミたち は" ぷょぷ ょ ダンジョン探偵団"の一員だ。キミたちの働きに期待している 
ぞ』 

「がんばろう！ お-っ n:」 

アルルの掛け声に、しかしルル彳もシエゾも乗らない。 

「何度もいうが、オレは遊びでここにいるのではない。あらかじめ断って おくが、オレはオレ 
で勝手にやらせてもらうぞ」 

「あたくしもょ」 

シエゾに続いて、ルルーもいう。 

「いつもだったらつきあったげてもいいけど、•サタン様がこんなになっちゃったってい うのに、 
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浮かれてなんかいられないわ！」 

ルルーの心の中に、なぜか悲しみは少なかった。それは、昨日今日の大騒ぎの中で、眼の前 
に起きた事を信じたくないという気持ちがまだ強いからにほかならない。 

「少々、心配ですぞ」 

『う、うむ . 』 

そんな三人を、探偵と助手は不安げに見守る。 

"ぶよぶよダンジョン探偵団"のチームワークは、いきなりバラバラだった……。 

つづく 
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あとがき 

ぇ^—、『クロ . 』 

. はっ!?しまった！これは『魔導物語』だっ！ 

どたばたどたばたどたばた…… n: (なにやら準備をしているらしい：編注) 

コホン！では気を取り直して……。 

魔導物語はとおっても楽し、 

みんなでぺらぺらしやべりますう〜。 

つとくら あ ★ 

……アブナィところだった、ふう。 

と、いうヮヶで(何事もなかったかのよ一に)、全国五十六億七千万人の『魔導物語』ぁ彳 
んど『ぶよぶよ』ファンのみなさま！お待たせしました n 

シリーズ最新作『超★魔導物語うぇるかむ•とう•ぶよぶよダンジョン H:』 の登場でござ 
V ます！ 
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前巻、『シェゾと悪の華』が出てから、なんと一年半も開いてしまいました。それまでに、 
オリジナル小説『クロックワーク』シリーズを書いたり、テ^ —ブルトーク RPG 『神世紀エル 
ジェネシス』を造ったり、『超高機動警察おまかせ n : ヴァーミリオン』のコミック原作な 
どなどをやっていたわけですが、今までのシリーズをはるかに凌駕するこの遅延ぶり。筆、正 
確には(キーボードを打つ)指の ノリ もますます絶不調というカンジですな。かんらかんら。 

……って自虐的に笑ってるバア ィじ やないですね、はい。 

っつ一か、ずびばぜん。 

それはともかく、今回の『超★魔導物語』はいかがでしたか？まぁ、次回への長い前振り 
という 意味合いがちよっち強いかもしれませんが、楽しんでいただけ ると 幸いです。 

すでにおわかりかと思いますが、今回のシリーズはセガサターン『わくわくぷよぷよダンジ 
ョン』をもとにしています。本文の中に、それのポクなりの攻略法なんかもちよっち盛り込ん 
でいますので、もしよかつたらゲームをするときの参考にしてください。 

『わくわくぷよぷよダンジョン』は、プレィステーション版の発売も決定していることですし 
ね。この本と同じ頃にショップ(もももの店ではありません)に並ぶはずです。 

考えてみれば、それに先駆けて『ぶよぶよ〜ん』がドリームキャストで発売するそうですし 
(この本より確か先なので、もう出ているはずです)、コンパィルさんもますますがんばってい 
ますね。それがまた新しい魔導小説のネタになるかもしれませんし、ポクがこうして作品を書 
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きつづけることができるのも、コンパィルさんを始め、角川書店の担当さんや FEAR の面々、 
そして読者のみなさんのおかげでございます。感謝カンシャ。 

まあ、新しい シリ ーズを考える前に、今回の シリ ーズをなんとかしないとね。 

この巻では、アルルたちがそれぞれの思いを胸に"わくわくぶよぶよランド"に挑戦し、序 
盤を ようやくクリアしたと 思つ たら 大事 件！というと ころで終わつています。 

次巻は、アルル、ルルー、シエゾが一丸 (？) となって、大事件の解決に挑戦します。どこ 
かで見たような謎の探偵のもと、果たして彼女たちは事件を解決で きる でしょ 一 か？それは 
乞うご 期待！ ってカンジですね。っつ^ —か、ポクが早く原稿をアップで きる ように、天に祈 
りをささげてください(つてオィ)。 

ちなみにですね、あらかじめいっておきますが、今回も三巻で終わりです。皆さんの応援に 
よつ て、また次の シリ ーズが始まる という ことで。 

それではまあ、応援に期待しつつ最後に一言……。 

『まん•まし^ — ん クロック ワ^ —ク①』 『ぶれいくだうん•いのせんす クロック ワ^ — ク②』 も 
よろしくね ★ こちらもまだ続きま一す！ 

. 一言じゃねぇし。 

一九九九年二月吉日 FEAR 事務所にて 
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うえるかむ • とう•ぶよぶよダンジョン!! 

やまもとつよし 

山本岡!！ 
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角川文庫発刊に際して 角川源義 

第二次世界大戦の敗北は、軍事力の敗北であった以上に、私たちの若い文化力の敗退であった。私たちの文 
化が戦争に対して如何に無力であり、単なるあだ花に過ぎなかったかを、私たちは身を以て体験し痛感した。 
西洋近代文化の摂取にとって、明治以後八十年の歳月は決して短かすぎたとは言えない。にもかかわらず、近 
代文化の伝統を確立し、自由な批判と柔軟な良識に富む文化層として自らを形成することに私たちは失敗して 
来た。そしてこれは、各層への文化の普及滲透を任務とする出版人の責任でもあった。 

一九四五年以来、私たちは再び振出しに戻り、第一歩から踏み出すことを余儀なくされた。これは大きな不 
幸ではあるが、反面、これまでの混沌•未熟•歪曲の中にあった我が国の文化に秩序と確たる基礎を齋らすた 
めには絶好の機会でもある。角川書店は、このよぅな祖国の文化的危機にあたり、微力をも顧みず再建の礎石 
たるべき抱負と決意とをもって出発したが、ここに創立以来の念願を果すべく角川文庫を発刊する。これまで 
刊行されたあらゆる全集叢書文庫類の長所と短所とを検討し、古今東西の不朽の典籍を、良心的編集のもとに、 
廉価に、そして書架にふさわしい美本として、多くのひとびとに提供しよぅとする。しかし私たちは徒らに百 
科全書的な知識のジレッタントを作ることを目的とせず、あくまで祖国の文化に秩序と再建への道を示し、こ 
の文庫を角川書店の栄ある事業として、今後永久に継続発展せしめ、学芸と教養との殿堂として大成せんこと 
を期したい。多くの読書子の愛情ある忠言と支持とによって、この希望と抱負とを完遂せしめられんことを願 
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冒険、愛、友情、ファンタジー ••… -C 
無限に広がる、 

夢と感動のノペル•ワールド！ 

ぐ：, ..： :: 



いつも「スニーカー文庫」を 


ご愛読いただきありがとうございます。 
今回の作品はいかがでしたか？ 
ぜひ、ご感想をお送りください。 


くフアンレターの あて 先> 
〒102-8177東京都千代田区富士見 2-13-3 
角川書店書籍編集部気付 
「山本剛先生 J 係 








ぶよぶよワールドには秘密があった！ 

おもしろいキャラ達が大活躍。アルルとルルーの大冒険！ 
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魔導物語 


ぶよぶよ大魔王の降臨つ! 

② ぶよぶよ大明神の復活つ! 

③ ぶよぶよ大司教の陰謀つ! 
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闇より帰りきて 影と幻の宴 


私は十代の_女だった 
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先スリのマユリと金な貴族のサイ。 

ひよんなことから出会った二人の前に起こる出来事は!？ 
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星の夫地 
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サウラと、アゼルとマリク。 
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歴史はここから生まれ、 
ここに終わる。 

僕らは決して- C 心れない。 
永遠の島、その名は 

- 口—ドス 。 

迫力の 
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営々完結！ 

















































虹色の予兆 
ルナル • サーガ 外伝1 


影色の追跡 月の夜は謎を追え！ 

ルナル•サ ーガ 外伝 2 ルナル•ジヱネ レーシヨ ン 1 



ルナル.ヒーロース 

〈龍〉を守る者 
友野詳 
柘植めぐみ 
江川晃 
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嬉野秋彦 
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チキチキ美少女神仙伝!① 


二千年目の魔女 


チキチキ美少女神仙伝!② 


海の上でも命懸け! 


チキチキ美少女神仙伝 ! a 




















